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全国でも数すくない大古墳群である巨勢山古墳群の第1次調査は60年 1月2.2日～8月●

16日までの問 (実働115日間)､第 2次調査は61年 2月3日～3月31日までの間 (実働

31日間)を要して本市教育委員会の手で実施しました｡

古墳群の中で第 1次調査の対象となったものは､321号填､322号填､323号填､

324号墳の各古墳です｡第 2次調査の古墳は243号壇でした｡以上の5古墳は築造状況

や発掘出土品等から古墳時代から飛鳥時代にかけて､5世紀後葉から7世紀中葉までに

つくられたものと考えられます｡今回の発掘調査を通して見たとき､古墳は現代に語り

かけているように思えてなりません｡ ･

わたくLは､こんどの5古墳の時代背景を見たとき､わが国を取り巻く内外情勢が激

動の世紀であったと考えています｡5世紀後葉に渡来人が漢字､儒教､須恵器などの文

化を伝え､日本の倭王が南朝に使いを送り､6世紀には百済から仏教が伝わり､後葉に

は蘇我氏が物部氏をほろぼし､飛鳥文化が栄え､聖徳太子が摂政となられた時代です｡

さらに7世紀に入り､中葉までに17条憲法の制定､冠位12階が定められ､法隆寺が建立

され､小野妹子が晴に遣わされ､大化改新を見た時代です｡

大陸では､6世紀後葉には精が中国を統一したと思うと7世紀初期にはほろび､唐が

おこってきます｡そして後葉には百済､高句麗がほろび､新羅が朝鮮半島の統一をほじ

めていきます｡
}'

今回の発掘調査では323号墳に教えられるところが多いとおもいます ｡ わが国が大和

王権の統一をめざして進んでいる時代で､8世紀になって初めて古代統一国家の完成を

見るわけです｡

横口式石櫛といわれる本墳の整美な石室築造の計測も､すでに唐尺 1尺-0.30mを 1

単位とみられる計測法も珍らしく､こんご古墳築造の計測学に委ねたいとおもいます｡

この調査報告に際して､奥田 尚 刑部小学校教諭､松井 章 奈良国立文化財研究所技

官､安田 博幸 武庫川女子大学薬学部教授､井村 由美 同薬学部助手の先生方に高い

視点からご検証を賜わりましたことにたいし､深甚なる敬意をのべるものであります ｡

また市教育委員会 ･藤田和尊学芸員を中心に調査員のみなさま方が､きびしい冬季の気

象条件下､あるいは酷暑炎熱の下で営々と発掘調査､研究に取り組まれ､古代社会に･た

くましく生きた人達が古墳をつくるとき残した土の痕跡も見逃すまいと努力され､この

ような立派な成果をまとめていただいたことに深謝いたします ｡

御所市教育委員会

教育長 谷 村 中JLiヽ 敬
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1.本書は､御所市と奈良日日新聞社との共同事業 ｢御所市みどり台総合開発事業｣に伴い､巨勢

山古墳群を調査したもののうち､第 1次 ･第2次発掘調査の報告書である｡

2.調査の組織及び参加者は次の通りである (当時)0

〔調査主体者及び事務局〕

御所市長

御所市教育委員会教育長

教育次長

社会教育課

御所市企画課

調査指導

〔調査参加者〕

調査担当

芳本甚二

谷村忠敬

田仲 護

木村義明 ･植木理史 ･上西義次 ･大林志津代 ･

原田一馬 ･橋本直樹

植田武司 ･杉村 進 ･森村元一

奈良県立橿原考古学研究所

奈良国立文化財研究所

奈良県教育委員会文化財保存課

御所市教育委員会技術職員 藤田和等

作業員 田中繁二､森本 勇､辰己繁春､西村忠幸､新宮正義､川田徳七郎､南作治郎､

井上 学､森谷勇治､西川市太郎､川本久雄､出口義雄､井上安春､冨永幸義､深谷喜章､井

上静雄､栗本秀雄

調査補助員 三野保之 ･尼子奈美枝 ･向井一雄 ･辻合靖司 (関西大学)､木許 守 ･積出

昌之 (龍谷大学)､吉村公男 (同志社本学)､奥田国光 ･渡海 恒 (京都産業大学)､西村之

宏 (近畿大学)､糸魚川信夫 ･芳田純治 (大阪工業大学)､小原 忠 (高野山大学)､西城毒

朗 (福井工業大学)､木村和代 (京都外国語大学)､田中ひとみ (園田女子大学)

3.調査期間は次の通りである｡

第 1次調査 昭和60年 1月22日～昭和60年 8月16日 (実働115日)

第2次調査 昭和61年2月3日～昭和61年 3月31日 (実働31日)

4･遺物整理 ･報告書作成には藤田のほか調査補助員全員および田仲伸王 (関西大学)､植田隆司

(龍谷大学)､藤村藤子､尾上昌子があたった｡

5.本書の執筆分担は目次に記す通りであり､編集は藤田が行なった｡

6･整図は原則として各執筆者が主担したが､第30図は尼子の手になる｡ また､遺構 ･遺物の撮影

は藤田が行なった｡

7･自然科学的分野からの考察として､奥田尚氏､松井章氏､安田博幸博士 ･井村由美氏 (原稿到

着順)から玉稿を頂き､第5章として掲載した｡

8.文献註､補註は､第5章を除き､各章ごと末尾に付した｡

9.出土土器観察表は第3章の末尾に一括して掲載 した｡

10.出土遺物実測図の縮尺は､土器については1/3､鉄製品については1/2または1/3に統一 した｡文中

の遺物番号は挿図､図版中の番号とも全て統一した｡

ll.本書中で用いた "北〝は､全て磁北であり､真北はそれより約3度東-ずれている｡
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第 1 位 置 と 環 境

第 1節 地理的環境

御所市は､奈良盆地の西南部に位置する｡西部には金剛山･葛城山の峻峰がそば立ち､東南部に

は竜門山地の西端にあたる巨勢山丘陵などの丘陵が起伏し､それらの南をいわゆる中央構造線が走っ

て吉野川河谷と境している｡北部は低平な奈良盆地の一部を占めているが､葛城川 ･曽我川の上流

部は南方に入り､前記の山地の間に渓谷をつくっている｡

さて､奈良盆地と吉野川河谷の間にある竜門山地は主として花繭岩類よりなり､東方より西方に

向うにしたがって高さを減じ幅も狭くなる♂本市の東部はちょうどその西端付近にあたる丘陵地帯

となっている｡

金剛山の東方葛城川上流の谷と､さらに東側の曽我川の谷の間に巨勢山丘陵があり､曽我川の東

側には高取山付近より次第に低くなった山地の端が奉膳山などで終わっている｡また､南方吉野川

流域との分水嶺には阿田峯の低い台地がある｡

巨勢山丘陵は西は葛城川の谷､東は曽我川の構造谷で切られてほとんど独立した丘陵となって南

北約5kmに細長く延びている｡ 中央部には巨勢山の高社山 (295m)を始め､朝町山 (286m)､

さらに北方の盆地に細く延びた先端に国見山となっている｡ 南は唐笠山 (323m)を経て､重阪峠

(202m)で終わっている｡ 地質は､領家複合岩類の葛城石英閃緑岩となっている｡

第2節 歴史的環境
(1) (2)

御所市における縄文時代の遺跡として､後期の櫛羅遺跡 (3)､玉手遺跡 (4)等が知られてい
(3)

たが､昭和61年度､小林地区改良事業に伴う発掘調査によって､後期初頭の小林遺跡 (5)の存在

を確認した｡本遺跡は葛城山東麓に位置し､中津式の縄文土器片と共に､原石面を多く残す多数の

サヌカイト石核､同削器､同ピエス-エスキーユ､砂岩製叩石等を検出した｡これらから､当遺跡

が二次的な加工を行う石器製作場であったと考えられる｡
(4)

弥生時代の遺跡として､葛城川流域に成立したものには､中核的存在をなす鴨都波遺跡 (6)の
(5) (6) (7)

他､玉手遺跡 (4)､池ノ内遺跡 (7)がある｡ また､小林遺跡 (5)においては中期後葉に一辺

10mの方形周溝墓が築かれた｡調査ではコーナーを3箇所確認し､うち1箇所で溝のとぎれを検出

した｡市内で方形周溝墓を認めたのはこれが初めてである｡
(8) (9) (10)

葛城川流域の高地性集落として吐田平遺跡 (8)､葛城山頂遺跡 (9)､境谷遺跡 (10)があるo
(12) (13)

曽我川流域で営まれるものには今住遺跡 (12)､古瀬遺跡 (13)が挙げられ､高地性集落で国見山
(14) (ll)
遺跡 (14)､本馬丘遺跡 (ll)がある｡

これら全ての弥生時代の遺跡は以後衰退を示し､後期中葉にはその営みを終える｡ そして弥生時
'' (15) (16)

代後期後半以降､前代と隔絶した形で名柄遺跡 (15)が成立する｡ 古墳時代前期 には室 ･中西遺跡
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(16)が現れる｡この時期の市内における遺跡の絶対数は少ないのであるが､昭和61年度の幸町地
(17)

区改良事業に伴う調査によって楢原遺跡 (17)を明らかにした｡当遺跡において､畿内第Ⅴ様式､

庄内式土器､布留式土器の一括資料を得ている｡S
(18)

5世紀前葉､大形前方後円墳である室 ･宮山古墳･(18)が築造される｡本墳は､後円部主体部の

竪穴式石室内に長持形石棺を有し､鏡片､武器類､石製品等の遺物を出土している｡ 一辺63mの方
▲

墳である室 ･ネコ塚古墳 (19)は本墳の陪家的位置を占め､遺物より比定される築造年代を主墳に

併行させる｡
(19)

室 ･宮山古墳の次に首長墓として位置づけうるのが披上鍵子塚古墳 (20)である｡埋葬主体に長

持形石棺を想定されている大形前方後円墳である｡ 本墳は径約30mの陪家的円墳を周濠内にとりこ
(20) (21) (22)

んだ形で有する｡ その後の首長墓の系譜はこ新庄屋敷山古墳 (21)､飯豊陵古墳 (22)､二塚古墳

(23)とたどれよう｡

さて､室 ･宮山古墳以降の首長墓出現を契機として多くの群集境が成立するがここでその個々を
(23)

概観してみることとする｡ 寺口和田古墳群 (24)は寺口の北側に派する支尾根に13基で構成される｡

4世紀末ないし5世紀初めに13号墳の築造をもって群形成が開始され､7世紀後半まで造営された｡

主体部は木棺直葬を中心として小竪穴式石室､横穴式石室等である｡･本古墳群の東側にある新地の
(24)

周囲に約10基の古墳がある｡これらは寺口千塚 ･新地支群､寺口新地古墳群などと呼称は様々であ

るが､いずれにしても寺口和田古墳群 (24)中に位置づけるのが妥当であろう｡また寺口大池遺物
(25)

散布地において､小札鋲留胃片､革綴短甲片､三角板鋲留短甲片､頚甲片､肩甲片などが採集され

ており､これらの遺物は5世紀代のものである｡
(26)

寺口千塚古墳群 (25)は寺口の北方尾根上に位置し､前方後円墳 1基を含む約60基からなる後期

群集壇である｡多くはその主体を横穴式石室とするとみられている｡
(27)

石川古墳群 (26)は葛城山腹の尾根の稜線上に､1基の前方後円墳を含む約70基の古墳で群を形

成する｡うち10基のみが横穴式石室を有し､群として中心とする埋葬主体は木棺直葬である｡
(28)

火野谷山古墳群 (27)は寺口字岩谷の尾根上に位置し､2基の前方後円墳と10基の円墳で構成さ

れる｡5世紀前半代に群形成が始まり､6世紀まで継続する｡本古墳群の主流をなす内部主体は木

棺直葬であるが､8号壇では小竪穴式石室を主体部とし､3号墳では木棺直葬の2棺を主体にしっ

つ､墳丘裾部に小竪穴式石室を有する｡
(29)

寺口忍海古墳群 (28)は､120基以上の古墳を6条の尾根 ･支脈上や谷間の平坦地に分布する0

内部主体は横穴式石室が大多数で､竪穴系横口式石室を含む｡木棺直葬､箱式石棺､小竪穴式石室

も少数ながら存在する｡5世紀末から6世紀初めにかけて群形成は開始され､6世紀代に継続して

造墓され､7世紀前半に終末をみる｡
(30)

笛吹古墳群 (29)は､笛吹神社西方の東西にのびる尾根上に立地する群集墳である｡前方後円墳

1基と径10-20m前後の円墳で､約75基を数える｡ほとんどが､主体部に横穴式石室を用い､それ
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(30)

を南に開口する｡笛吹神社古墳 (30)においては6世紀前半の到抜式家形石棺を石室内に安置する｡

本古墳群の群形成のピークは6世紀後半代に求められる｡また､本古墳群の南方､小林樫ノ木地区

(5)に横穴式石室を主体とする3基の円墳を確認し､樫ノ木1号墳からは銀製銀子を検出してい

るここれは､当地の韓半島方面との関わりを示唆するものである｡ さらに､見川をはさんで別家地
(31)

区 (31)にも3基の横穴式石室を主体部とする円墳の存在を確認した.0
(32)

笛吹古墳群の西方には､山口集落の西の方に位置する山口千塚古墳群 (32)がある｡径10-15m

前後の円墳､約40基で構成される｡ 群形成のピークは6世紀中葉から後半にある｡
(33)

吐田平と呼ばれる葛城山腹の棚状台地地形から派生する､丘陵尾根上に吐田平古墳群 (8)は位

置する｡ 23基の円墳からなる｡ 主体部として横穴式石室を早くから取り入れたようであるが､木棺

直葬とそれとは6世紀代を通じて併行採用されていたと考えられる｡
(34)

石光山古墳群 (33)は､御所市元町の西の独立丘陵にあり約100基で構成される｡5世紀後半に

前方後円墳が築造され､以降に群形成は盛期を迎え7世紀代まで継続する｡本古墳群は､初め木棺

直葬墳を中心に竪穴式石室や埴輪円筒棺を埋葬施設とし竪穴系横口式石室の構築を経て6世紀後半

に横穴式石室を採用する｡ その他土器棺や箱式石棺を直葬したものもある｡

さて､以上概観してきたように古墳群の採用する埋葬施設の傾向がその性格を表わしていると理

解するのであるが､巨勢山古墳群 (34)(後出)ではその点において他との特異性を有 しており興

味深い｡つまり､横穴式石室を6世紀前葉の段階で採用する支群が存在するのに対し､以然として

従来の埋葬形態を保持し､横穴式石室の導入が遅れる支群も存在する｡既に指摘がなされてい■る通

り､各支群ごとにそれぞれの性格を有しており､その集合体として古墳群全体が捉えられよう｡

■ー■■■■

(31)

第 3節 既応の調査

巨勢山丘陵は､北は平野部に面しており､東は曽我川の構造谷と大口峠で､西は葛城川の谷で､ま

た南は朝町川その他の小河川による氾濫原により画され､ほとんど独立丘陵状を呈している｡

従来､巨勢山古墳群の範囲は､この丘陵のうち特に古墳分布の著しい西北部に限って言われるこ

とが多かったが､この西北部においてさえ昭和47年の 『奈良県遺跡地図』が400基程度であったの

に対し､昭和58年の踏査結果によれば､これが707基にもふくれ上がっている｡ このことかち見て,

東南部も再踏査によってかなりの増加が見込まれ､従って､この巨勢山丘陵全域をもって巨勢山古

墳群の範囲とするべきであろうと考える｡

この様に考えると､巨勢山古墳群は､総数800数十基により構成されるものと推定され､我国最

大級の群集境であることが改めて認識されるのである｡

以下巨勢山古墳群における既応の調査について述べる前に､各古墳の名称について､統一を図っ

ておきたい｡

従来各古墳の名称については､所在地の小字名を支群名のようにして冠し､巨勢山境谷1号填､





F

巨勢山ミノヤマ2号墳などと呼称されてきた｡

しかしながら､現行の小字の境界が､古墳築造当時の墓域の境界に必らずLも合致するはずはな

く､女群の分離について語る時に混乱をまねくおそれがある｡ したがってこの呼称法についてはあ∫

くまでも ｢通称｣に留めるべきであろう｡

また昭和58年度､御所市教育委員会は橿原考古学研究所に委託して分布調査を行い､成果の概要
(35)

は 『巨勢山古墳群調査概要Ⅱ』として刊行されている｡ 同書中で報告者の田中-広氏 (現､大阪府

文化財協会)は巨勢山古墳群全体を 『水系を基準にして』41支群に分離し､各支群ごとに1号墳か

ら順次番号をつけている｡これが､例えば38支群のように､1本の尾根筋に縦列に並び､しかも周

辺支群との境界が古墳の分布状態によっても明確である場合はまだしも､例えば､5､6､7､8

支群あるいはその周辺のように､尾根筋がいりくみ､複雑な地形を呈している部分については､い

ずれの支群にも帰属させることのできない古墳､または複数の支群に帰属するようにみえる古墳も

存在していることを認めねばなるまい｡

そもそも古墳群を支群に分解する作業の目的は､その支群構成の背景に 『家族』を想定し代々の

『同一家族の長』によって営まれたと仮定される個々の支群を類型化 し､比較検討することにより､

その仮定を検証､さらには当時の社会構造の一端を究明することにはかならないと考える｡

すなわち支群への分解は､古墳群研究の究極の目的-至る最も基礎的な前提作業であること隼つ

いては､大勢の認めるところであろう｡

したがって､この基礎的作業の段階での不合理性は極力排除せねばならないのであり､そのため

には地形的な条件のみならず､発掘調査によって得られる知見､例えば埋葬施設や副葬品などあら

ゆる条件を検討することによりこの作業を行なう必要がある｡

総数800基を超える巨勢山古墳群中､発掘調査の行なわれた古墳はわずか31基､4%にも満たな

い現在､この様な現状で支群分離を進めることはあまりに無謀であると言わざるを得ないのである｡

よって､ここでは巨勢山古墳群中の全古墳について通し番号をつけ､これをもって呼称する方法

をとる｡ これは支群分離について先述した仮定の有効性をも含めてあらゆる可能性を残しておきた

いがゆえであり､決して支群に分離して比較検討するという-方法論を否定するものではない｡

なお､各古墳の名称に用いた通 し番号は､無用の混乱を避けるため先述した田中-広 『巨勢山古
I

墳群調査概要Ⅱ』の表2､御所市巨勢山古墳群一覧に示された左端のそれを基本的には踏襲するこ

とにしたい｡ただし､451(27-17)､452(27-18)､628(35-21)号墳はそれぞれ､室 ･宮山古

墳､室 ･ネコ塚古墳､室 ･みやす塚古墳であり､これらを巨勢山古墳群中に含める立場には従うこ

とはできず､これらの番号は欠番とせざるを得ない｡また今回報告を行う第一次調査地については､

320､321号境とされたものが古墳ではないことが判明､かわりに記載のないもの一基を検出したた

め､これに欠番となった321号墳の名称を与えた｡したがって320号墳については欠番のままであ

る｡この様な混乱については､この方法が古墳群全域の発掘調査によって得られる知見ではない次

- 5 -
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善のものである以上､甘受せざるを得ないものと理解している｡

なお､御所市稲宿所在､新宮山古墳は従来巨勢山古墳群に含まないことが多かったが同じ巨勢山

丘陵から派生する支尾根先端部に占地しており､同墳も含めた東南部の一群についても同様に巨勢e

山古墳群として認め､通し番号を与えた｡新宮山古墳については 『巨勢山古墳群調査概要Ⅱ』の最

終の番号が707号境であるので､巨勢山708号墳 (新宮山古墳)と通称を併記 して以下記述するo

なお､通称の扱いについては各古墳とも以下同様である｡ ただし仮称についてはこの限りではない｡

さて､巨勢山古墳群の発掘調査は､古墳群西南部の小殿で､国道24号線開発に伴い､不時発見さ
(36)

れた2基の古墳のそれを端緒とする｡ 288号墳 (小殿 1号墳)は､縁泥片岩製の箱形石棺を直葬 し

たもので､TKIO型式の須恵器杯蓋 ･身各2点のほか､須恵器柑 1､土師器壷 2等を副葬していた｡
(37)

287号墳 (小殿2号墳)は､木棺直葬墳かと推定され､TK43型式須恵器杯身のほか､須恵器台付

長頚壷､鉄斧等の出土が知られる｡

昭和40年代以降､地元業者による土砂採集が丘陵のいたる所で始まる｡この間､ようやく調査が

出来たのは､わずか9基に止まり､多くの古墳が未調査のまま破壊された｡
(38)

9基は境谷支群の名称で呼ばれているもので､438(境谷2)号境は､径10-14mの扇円形の円

墳で､割竹形木棺2棺を同一墓境内に直葬する｡北棺からは変形神獣鏡 1面､珠文鏡 1面､勾玉約

60個 (石材種不詳)､ソロバン玉約30個 (同)､碧玉製管玉4個等が､また､南棺からは剣 1振が

出土している｡5世紀前葉の築造かと見られ､現在のところ巨勢山古墳群最古の古墳である｡
(38)

436(境谷4)号墳は､6世紀初頭築造かと思われる｡ 径10mの円墳で､組合式木棺を直葬する｡

鉄鎚､鉄紺等の鍛冶工具の出土が注目される｡
(38) (38)

431(境谷8)号填､432(境谷9)号壇は､共に6世紀前葉の築造とされる､片抽式横穴式石

室を内部主体とする円墳で､巨勢山古墳群西北部においては､横穴式石室の受容の早かったことが

判る｡

続く調査は､国体ラグビー場建設に伴うもので､古墳群南端の9基の古墳を発掘調査している｡
(39)

最も顕著な遺物を出土した42(ミノヤマ2)号墳には､東西の2棺が直葬されていた｡西棺は6

世紀中葉のものとされ､木心鉄板張壷鐙と環状鏡板付轡が出土､東棺は6世紀後葉のものとされ､

埋木製尭玉と銀製空玉を交互に連ねた首飾り､円形歩揺付金銅製胸飾､金銅製胡猿金具などが出土

した｡他の多くも6世紀代を通じて営まれたもので､6世紀後葉に至って木棺直葬から横穴式石室

に内部主体が変化する｡
(40)

なお､ラグビー場に通じる県道開設の為に調査が行なわれた71号墳は､さきのミノヤマ地区から

は200mしか離れていないが､ここではMT15型式須恵器を伴う横穴式石室が検出されており､必

らずLも古墳群南部が横穴式石室の受容に遅れたとは言えない様である｡ 本墳からは､他に銀製指

輪等が出土している｡

開発に伴う調査に翻弄され続けた観のある巨勢山古墳群ではあったが昭和58年に至り御所市教育
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委員会はようやく積極的な保護対策にのり出し､国庫 ･県費の補助を受けて西北半の詳細な分布調査を行ない､707基の古墳もしくは古墳状隆起を確認､また古墳群北東部､大字候に所在する荒廃′
(4

1)のひ.どい■2基の古墳の発掘調査を行なった｡640号墳 (条池南古墳)からは二上山の白石を用いた､石枕付到抜式家形石棺､TKIO型式の須恵器群や各種馬具も出土し､貴重な資料を提供した0

(42)この国庫補助事業は59年度にも継続され､大字室小字サカ

イ谷所在の458(境谷10)号壇の調査を行なった｡458号境は墳丘西半を既に土砂採取により破壊されており､中心的

な主体部の検出は出来なかったが､副次的な埋葬施設として小形無袖のTK2

09型式期構築の横穴式石室を検出､また､弥生時代後期前半の高地性集落､境

谷遺跡の存在を明確にした点に意義を兄い出せる｡こうした中で､今回､開発に伴う調査に人らざるを得なかったのは大変残念

なことである｡なお､蛇足ながら､調査当時の第 1次調査地各古墳の名称について､複数の研究者から御批判を頂いた

ので､この場を借りて､それに答えておきたい｡調査当時､我々は第 1表の通り､各古墳を巨勢山みどり台1号墳～4号墳と仮称をもって呼び習
(

43)わせてきた｡現地説明会資料にもこれが仮称であることを明記し､付載した323号墳石室略測図にも仮称の名を冠した通り､これを正式名称として通用させるつもりは全くなかった｡この時点
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14 関川尚功 ｢総括｣(F奈良県五候市引ノ山古墳群』､1980年､五修市教育委員会)
藤田和尊 ｢位置と環境｣(前出註10文献)

15 松本俊吉 (前出註9文献)

16 奈良県遺跡地図第3分冊16-B-239に相当する｡
I

17 -1987年 御所市教育委員会調査

18 網干善教 ｢室大童｣(『奈良県史跡名勝天然記念物調査報告』第18冊､1959年)

19 奈良県 ｢南葛城郡披上村相原錐子塚古墳出土 鳥形埴輪｣(『奈良県史跡名勝天然記念物調査会抄報』第2韓､1941年)

網干善教 ｢躍子塚古墳｣(『御所市史』､1965年) i

楠元哲夫 ｢御所市液上錐子塚前方部周濠発掘調査概報｣(『奈良県遺跡調査概報1977年度』､1978年)

南葛城地域の古墳文化研究会 『奈良県勧所市根上鍾子塚古墳測量調査報告』(1986年)

20 菅谷文則 『新庄屋敷山古墳』(1975年､奈良県教育委員会)

21 河上邦彦 ｢新庄町飯豊陵外庭の調査｣(｢奈良県古墳発掘調査集報Ⅱ｣『奈良県文化財調査報告書』第30集､1978年)
土生田純之 ｢埴口丘陵外堤護岸工事区域の調査｣(『書陵部紀要』第32号､1980年)

22 上田宏範 ･北野耕平 ･伊達宗秦 ･森浩一 ｢大和二塚古墳｣(『奈良県史跡名勝天然記念物調査報告』第21冊､1962年)r=

23 伊藤勇輔 ｢寺口和田古墳群発掘調査概報｣(『奈良県遺跡調査概報1979年度』､1980年)
伊藤勇輔 ｢寺口和田古墳群第2次発掘調査概報｣(『奈良県追跡調査概報1980年度』､1981年)
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調査 日誌抄

第 1次 調 査 (昭 和60年 )

1月22日 午後より下草刈り. ･

1月23日 下草刈り､現場-の道造りを行う｡現場

事務所 (プレハブ)建築予定箇所の試掘｡

1月24日 立木伐採｡

1月25日 立木伐採｡

1月26日 立木伐採｡

1月28日 立木伐採｡

1月29日 立木伐採｡

1月30日 立木伐採｡

調査地の平板測量｡

平板測量｡

平板測量｡

平板測量｡

平板測量｡

西側緩斜面に第 1トレンチを

設定し､掘削を開始する｡

1月31日 第 1トレンチ掘削完了｡

2月1日 第 1トレンチ分層完了｡プレ-ブ資材を

持ち上げ､夕刻ようやく完成する｡

2月4日 南地区斜面掘削開始｡第 1トレンチ土層

図作成｡全くの自然堆積で遺構､遺物なし｡

2月5日 南地区斜面掘削｡中央部を通る浅い落ち

込みを検出｡323号墳の墓遥かと思われたので

この地区の作業を休止し､323号墳の開口部付

近の掘削を開始する｡

2月6日 323号墳の開口部掘削｡羨道部に落ち込

んだ天井石を検出する｡

2月7日 323号墳開口部の縦断面土層図､落ち込

んだ天井石の立面図作成開始｡

2月8日 323号墳前日にひきつづき､図面作成｡

ほぼ終了｡東地区斜面の掘削開始｡標高173m

の付近で土境を検出｡土壌 1と名付ける｡斜面

下方には若干の整形がある｡

2月11日 土壌 1縦横断の堆積状況図作成｡完掘｡

東地区斜面の掘削を続行し､先端部に321号墳

の背後に巡る周溝を検出する｡

2月12日 321号境の墳丘背後周溝掘削｡焼土と炭

層があり､その中より須恵器腺検出｡323号墳

開口部に落ち込んだ天井石を除去する｡

2月13日 323号墳石室内堆積土の縦断面をとるた

め､西側半分のみ掘削｡中途｡321号墳墳丘背

後周構内須恵器出土状況図作成｡北地区斜面の

掘削開始｡

2月14日 雪混り雨のため現場中止｡

2月15日 321号墳周溝内須恵器さらに出る｡精査

続行｡北地区斜面掘削｡

2月18日 321号墳周溝内須恵器出土状態実測｡北

地区斜面掘削｡323号墳開口部さらに下げ､土

層実測｡

2月19日 雨のため現場中止｡

2月20日 321号墳周構内須恵器出土状態実測｡北

地区斜面掘削｡午後より雨のため現場中止｡

2月21日 北地区斜面掘削｡
i

2月22日 北地区斜面掘削｡321号墳の墳丘平板測

量開始｡

2月25日 321号墳周構内須恵器出土状態実測終了｡

同墳丘平板測量完了｡北地区斜面先端で322号

墳の墳丘背後周溝を一部検出｡

2月26日 321号墳周溝堆積状況の土層断面図作成｡

323号墳石室内掘削｡土層図作成｡横口式石櫛

であることが判明する｡北地区斜面掘削｡

2月27日 323号墳中世再利用面検出｡写真｡321

号墳周溝土層断面図終了｡西地区斜面掘削｡

2月28日 雨のため休み｡

3月1日 321号墳主体部の西端を検出｡323号潰

石室内再利用面遺物出土状態実測｡北地区斜面

先端で､324号墳の墳丘背後周溝検出｡西地区

斜面掘削｡

3月2日 323号墳石室内再利用面の遺物取り上げ｡

横断面土層図作成｡西地区斜面掘削｡

3月4日 323号墳の石室内掘削｡漆喰出土｡東地

区斜面調査後､平板測量｡西地区斜面掘削｡

3月5日 321号墳主体部を検出後全景写真｡322

号墳墳丘背後周溝掘削｡

3月6日 323号墳石室内中世再利用面の石榔都側

掘削｡火熟を受けた動物遺存体出土｡321号墳

主体部内精査｡北地区 ･西地区斜面掘削｡

3月7日 雨のため作業中止｡

3月8日 321号墳主体部内掘削｡分層｡322号墳

流出土を除去した後平板測量｡324号墳墳丘背

後周溝掘削｡西地区､北地区斜面掘削｡

3月11日 321号墳主体部内掘削｡土層断面作成｡

323号墳羨道部掘削｡324号墳墳丘背後周構内

掘削｡322号墳平板測量終了｡

3月12日 321号墳主体部木棺部分完掘｡土器取り

上げ｡322号墳掘削開始｡324号墳墳丘背後周

溝掘削｡アゼ分層､写真｡北地区斜面アゼ分

層｡立木伐採の後第2トレンチ設定､掘削｡-

3月13日 321号墳主体部内土器取り上げ｡322号

墳表土および直下層の土層断面図作成｡324号

墳表土および流出土除去後の平板測量｡西地区
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斜面掘削｡第2トレンチ掘削｡

慰霊祭｡3月14日 雨のため現場中止｡3月15日

321号墳主体部墓境掘削｡322号墳土層断面終了｡323号墳石室内掘削｡324号墳

平板測量終了｡アゼを

はずす段階で､周溝内より土器群出土｡第2トレンチ

掘削｡3月18日 321号墳主体部墓

墳掘削｡322号墳墳丘背後周溝部分の土層断面作成｡

323号墳石室内掘削｡3月19日 雨のため現場中止｡

3月20日 321号墳主体部 1完掘､写真､平面図｡3

23号墳南方墓道検出のため､南地区掘削｡324号墳墳丘背

後周溝内土器群写真｡ .3月22日 323号墳墳丘掘削｡南地区掘削｡3

24号墳周溝内土器群実測｡西地区斜面分層､土層断

面実測｡第2トレンチ掘削｡3月25日 323号墳石室内掘削､分層､土層図作成｡

324号墳周構内土器群取り上げ｡閉鎖 ･開放 ト

ラバース関係図完成｡3月26日

雨のため作業中止｡3月27日 雨のため作業中止｡

3月28日 東､弗､西地区斜面写真撮影｡323号墳

石室内掘削､分層､土層図作成｡西地区斜面

アゼとりはずし｡北地区斜面平板測量中途｡;BBt279≡)報告書作成

のため現場一時休止｡4月8日 現場再開｡321号墳土壌の掘

り方検出｡322号墳主体部検出未だならず｡322号墳

羨道部の天井石を復原橋架する作業

を開始する｡324号墳墳丘掘

削｡4月9日 322号墳主体部

2検出｡323号墳羨道部天井右横架｡324号墳墳丘掘削｡

4月10日 321号墳土境掘削｡322号墳主体部 2精

査｡323号墳羨道部天井右横架｡324号墳

墳丘掘削｡4月11日

321号墳土壌掘削｡322号墳主体部 2精査｡323号墳石室洗浄｡夕刻よ

り雨強くなり中止｡4月12日 雨のため現場中

止｡4月13日 323号墳羨道部天井右横

架｡4月15日 323号墳墳丘掘削｡石室内掘削､

分層｡4月16日

322号墳主体部2堆積状況の分層､土層図

作成｡323号墳墳丘掘削｡4月17日 321号墳土壌堆積状況の分層､土層図作 成｡323号

墳墳丘掘削｡

◆4月18日 321号墳土壌堆

積状況図作成｡墳丘縦横断面土層図作成｡全景写真

｡323号墳墳丘掘削｡4月19日 323号墳石室内､墳丘掘

削｡4月22日 323号墳石室内堆積土の縦横断面

図作成｡324号墳墳丘

掘削｡4月23日 322号墳墳

丘掘削｡323号墳石室内掘削｡i4月24日 323

号墳石室内掘削｡324号墳墳丘掘削｡4月25日 323号

墳石室内掘削｡4月26日 324号墳墳丘

掘削｡4月27日 雨のため現場中止｡

4月29日 現地説明会へ向けて

道の整備｡4月30日 道の整備｡5月1日 321号墳墳丘掘削｡323号墳石室内掘削､

分層

｡南方に墳丘を画する溝検出｡方墳であること

が確定的となる｡5月2日 323号墳石室内土層図

作成｡全景写真｡5月7日 雨のため現場中止｡

5月8日 323





北側平板測量｡器材撤

収｡8月14日 323号墳石室実測｡

8月15日 323号

墳石室実測.8月16日 323号墳石室実測｡

第 2次 調 査 (昭和6

1年 )2月3日 レベル上げ､器材搬入､慰霊祭｡

2月4日 レベル上げ終了｡トラバース設定､平板

測量｡伐採､道造り｡

･2月5日 平板による墳丘測量｡立木伐採､道

造り｡2月6日 平板による測量｡立木伐採｡2月7日 現状写真

撮影の後､掘削開始｡平板測量続行｡2月10日 平板

測量終了｡表土､流出土掘削｡2月12日 墳丘掘削｡主体部

1･2検出｡2月13日 墳丘掘削｡墳丘北アゼ分層｡主体部 1･

2断面土層実測｡2月14

日 雨のため現場中止｡2月15日 ローリングタワー搬入｡

2月17日 主体部1･2の木棺完掘状態

での全景写真撮影｡墳丘掘削

｡2月18日 大雪のため現場中止｡

2月19日 主体部 1･2の墓境にトレン
チを入れ分層｡一部実測｡墳丘流出土掘削｡

2月20日 主体部 1･

2墓境の土層図終了｡墳丘流出土掘削｡2月21日 墳丘

流出土掘削｡2月22日 墳丘流出土掘削｡

2月24日 主体



第 3章 各 古 墳 の 調 査

第 1 次 調 査
∫

第 1節 位置と調査方法 (第2図､別添図2･3)

第 1次調査地は､巨勢山古墳群の西端部､御所市大字西寺田小字墓谷に相当する｡

標高286.3mの朝町山から四方に尾根が派生し､巨勢山丘陵の西半部を形成 しているが､うち東

へ延びる主尾根からさらに北-派生した-支尾根上に巨勢山315号墳～326号墳の12基の古墳によ

り構成される-支群がある｡

調査地内で最高地に位置する323号墳は､南方からの尾根が一度下った後､再び高まった支尾根

鞍部の頂上部分に占地しており､これを中心に四方-と尾根が派生する｡ 東側の尾根上には321号

填､北側には324号填､西側には322号墳が各々あり､計4基の古墳が調査対象となった｡
(1)

昭和58年度の分布調査の結果では､当該地には､320(21-6)号墳～324(21-10)号境の5基

の古墳が存在するとされていたが､再踏査の結果､320(21-6)号墳と､321(21-7)号境は古

墳ではないことが判明､かわりに323号墳から東-と派生する尾根上に古墳 1基が確認できたため､

これを欠番となった321号境とすることにした｡したがって､320号墳はまだ欠番のままである｡

調査地内最高所の323号境を中心に､南方から上がって くる尾根筋を南地区､東方-と下る321

号境を含む尾根筋を東地区､北方-と下る324号墳を含む尾根筋を北地区､西方-と下る322号境

を含む尾根筋を西地区とし各尾根には､他の遺構あるいは古墳の存在する可能性も考えられたため､

当初より全面発掘を計画､各尾根の中央部に土層観察用アゼを設定して掘り進めた｡

さらに念のため､北地区から西-と向う緩斜面に第 1､第2の2本の トレンチを設定し万全を期

した｡なお､これらの トレンチには全く遺構､遺物の存在は認められなかったので､本報告では割

愛する｡

第 2節 巨勢山321号墳

1.位 置 と 墳 丘 ･ 周 溝 (第5･6･7図)

321号墳は､調査地最高所に相当する323号境より北東にのびる尾根上に立地 し､基底は､斜面

高所である南西側で標高約166.6m､斜面低所である北東側で標高約164.5mに置 く｡

調査以前の平板測量 (第5図)では､コンターライン166m～167mにかけて傾斜の変換がみら

れたものの､明確に古墳であるとは断定しかねた｡

そこで､尾根中心部より東西､南北両方向にアゼを残しながら掘削したところ､尾根の南西方向

に墳丘を区画する溝を検出した｡この溝は､幅 1.7m､深さ1.7mで地山を掘り込んで形成されて

おり､北側及び東側で弧を描く半円形となっている (第6図)｡また土層断面観察により北東側に

おいて墳丘端部を確認したことにより､墳丘測量図も考え合わせて､本墳は長径8.0m､短径7.･3
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第5図 巨勢山321号墳 墳丘測量図

(調査前S.-1/200)
第 6図 巨勢山321号墳 墳丘測量図

(調査後S.-1/200)

mの北東一南西方向に長い円墳であると推定される｡

後述するように周溝内からは須恵器 (高杯 ･削 ､土師器 (柿)が出土している｡ また､これら

の土器の周辺には､稀薄ながらも焼土および炭化物が存在 していた｡

土層断面 (第7図)からも判る様に､墳丘上面の東方側は既に流出しており､後でも触れるが､

墓境および木棺の上面東側約%も欠失しているo しかしながら墳丘上面において厚さ約50cmで盛土

が遺存 しており､土層断面から判断して､盛土は墳丘端部より順に積まれていたことが判るo

なお､周溝は､墳丘背後に相当する南西側においてのみ検出できたが､北東側には当初よりなかっ

たものと思われる｡

2.周 溝 内 遺 物 出 土 状 態 (第8図)

遺物は全て本墳背後周構内底面のうち最も高いレベルで､約0･5m四方内にかたまって検出され､

須恵器高杯の杯部のみがこれらの東方約0･5m､周溝墳丘寄りにて検出された｡ なお､これらの遺

物は墳丘断面実測図第7図の第12層内検出であるo

高杯 (1)はこの集中部分の北東端､すなわち最も墳丘寄りの比較的高いレベルで､17片に割れ

て脚部は西寄り､杯部は東寄りに出土したo脚部については5片に割れているが､完形に復原が可

能である｡ そのうち最大の1片は､ほぼ正立した状態で出土した｡杯部は12片に割れており､約%

復原が可能である｡ 杯部破片はい ずれも口縁を下に向けて出土した｡

高杯 (2)は脚部を遺物集中部分の東端で､杯部を集中部分より東に約0･5m外れた位置で検出さ

れた｡脚部は脚端部を北東に向け倒れた状態で出土したO-部欠損するもののほぼ完形をなす｡杯部

については集中部分より遊離 した後､この場で5片に割れたと考えられる｡ 杯部の約1/4を欠損する0-16-
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腺 (3)は最も低いレベルで検出された｡体部の4片は西寄り､口縁部の

8片は集中部分中央から東寄りに出土した｡一部欠損するも

のの､ほぼ完形に復原が可能である｡線 ■(4)は､破片を腺 (3)の休部破片の上に被せて口

縁部を北東､つまり墳丘側に向けて出土した｡小片22片より構

成され､ほぼ完形に復原される｡腺 (5)は口縁部の破片1片で､口縁部の約1/5を残存する

.遺物集中部分の南寄りで内面を上にAして出土した｡土師器杯身 (6･7)は他と同

じく墳丘断面実測図第7図の第12層内より検出されたのであるが､調査の不手際によりその出土

状況を図化しえなかった｡土師器杯

身 (6)は口縁部の破片1片で､全体の約1/7を残存する｡･土師器杯身 (7)は小片12片で構成ざれ､ほぼ完形に復原しうる｡

なお先述したようにこれらの土器の周辺には稀薄ながらも焼土および炭化物の存在が認められたく｡

各土器の散乱状況は著しいが､多くはほぼ完形に復原が可能である｡このことは､これらの土器が

､この場で用いられたことを示している｡また高杯 (2)の場合､脚部と杯部は0.5m離れて出土し､しかも杯部

の口縁は脚部と離脱した後､その場で割れた状態で出土している｡以上のことから､これらの土

器はこの場に並べられたものが割れて散乱したというのではなく､当初より､

この場で割 ることに目的があり､それらが散乱していると考えた方が妥当である｡ また､周辺に焼土 ･炭化物の存在が認められたことから､これらの土器は火を用いた祭把に伴





見倣される｡ なお､高杯 (2)には口縁部に焼きひずみが認められ､楕円形に変形している｡

腺 (3)および腺 (4)は､MT15型式に近似するものとみられるが､いずれも肩部の張りがや

や乏しく､頚部はわずかに長くのびる傾向を有しており､MT15型式に通有の腺に比してより古い
G (3)

要素を多く残している｡ 従って､TK47型式とMT15型式の中間型式と考えられるTK85型式に相

当するものと見倣 して大過ない｡

以上､周溝内出土の須恵器群の総体的な型式期は､TK85型式であるとするのが最も適切である■

と考える｡ また､周溝内出土須恵器の器種構成が､高杯および腺という祭把に関係するとみられる

ものであること､また､先述したように､須恵器周辺から稀薄ながらも焼土および炭化物を検出し

ていることから､これらの須恵器は周構内での火を用いた祭把に伴なう可能性を想定し得る｡

･■
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5.主 体 部 (第11･12図)

墳丘中央部において､地山を掘り込んだ､主軸M.N.-600-W.におく木棺直葬の埋葬施設を検出し

た｡･琴境は長軸1.97m､短軸1.07すn､深さが0.77m､木棺の痕跡は､長軸1.32m､短軸0.55m､深さ

0.56mを測る｡床面は平坦であり､箱形を呈する木棺であったと考えられる｡ しかしながら前項 ｢位

置と墳丘 ･周溝｣でも述べた様に､墓墳および木棺の上面東側約%は既に欠失している (第11図)0
I

なお主体部西南肩隅より須恵器 (杯身 ･杯蓋)が出土している｡

また先述した様に主体部東側に､これに先行する土壌が検出されており､墓境はこの土壌の西半

部を切り込んで掘削されている｡

6.主 体 部 内 遺 物 出 土 状 態 (第11図)

墓境西南隅より､約0.4m四方の範囲内にかたまって須恵器杯身および杯蓋を検出した｡

杯身 (3)は完形品で､口縁部を下方に向けたうつ伏せ状で出土した｡これは､この須恵器群の

うち､最西南端に位置する｡

その北側に隣接する形で､杯蓋 (1)が､やはり口縁部を下方に向けて出土した｡残存部は全体

の1/2で小片7片により構成され､これらはいずれもかたまって出土し各々接合可能であった｡

杯蓋 (2)は残存部が全体の1/2で､小片7片により構成される｡7片各々は散在していたが､い

ずれも接合可能であった｡

杯身 (4)は口縁部のみ1/2残存しそぉり､底部については全て欠失している｡ 小片5片で構成さ

れ､散在して検出されたが､いずれも接合可能である｡ .

完形で､あるいは､破片が-箇所にまとまって出土した杯身 (3)および杯蓋 (1)は､須恵器

群の西半部に位置しているのに対して､杯身 (2)および杯身 (4)の破片は､須恵器群東半部の

レベルの低いところに混在して出土した｡また､杯蓋 (1)は欠失部分を東側に向けて出土してお

り､以上のことから､東半部に位置していた須恵器は､割れて後当初の位置を動いているものと見

倣される｡これは､本来は墓境西南肩に置かれていたと思われる須恵器群が､木棺の崩壊とともに

崩れ落ち､その後､盗掘あるいは土砂の流出等による削平に際して､その東半部を削り取られたた

めと考えられる｡ このことは､前項 ｢埋葬施設｣でも述べた様に､墓填上面の東側約%が欠失して

いることとも合致する｡

7.主 体 部 内 出 土 遺 物 (第13図)

前項 ｢遺物出土状態｣でも述べた様に､墓境西南隅より､須恵器杯蓋2点 (1･2)､同じく杯

身3点 (3･4･5)を検出した｡

これらの杯蓋および杯身の口縁端部は､杯蓋 (1)および杯身 (3)､(5)では､内傾 してに

ぷい段をっくっているが､杯蓋 (2)および杯身 (4)については､直立したのち内傾し､にぷい
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段をっくるという形態をとっている｡

また､杯身の天井部と口縁部とを分ける境界は､にぶく､外方-突出しない稜線となっているも

の (2)と､凹線気味の稜線となっているもの (1)の2通りの形態が看取される｡¢

以上の様な形態から､これらの須恵器はい ずれもMT15型式のものと考えられる｡

ところで､杯蓋 (1)の口縁端部の形態と杯蓋 (2)のそれを比較してみると､杯蓋 (2)では､

直立した後に内傾するという､杯蓋 (1)に比してやや新しい要素を有していることが看取される｡

しかしながら､天井部と口縁部との境界の稜線は､杯蓋 (2)のそれがにぶく外方-突出しないも

のになっているのに対して､杯蓋 (1)のそれは､凹線的な形態をとっており､杯蓋 (2)の方が

杯蓋 (1)よりやや古い要素を有しているといえる｡ このように､土器 1個体中において､新しい

要素と古い要素が共存していることは､興味深いことである｡

さて､321号墳主体部出土の須恵器はい ずれもがMT15型式のものと考えられたが､｢周溝内

出土遺物｣の項で述べたように､周溝内出土の須恵器はTK85型式に該当するものと見倣された｡

すなわち､主体部出土の須恵器と周溝内出土のそれとの問に型式差が生ずることになる｡ この型式

差については､次に述べるように理解することができる｡ 既述したように､主体部が構築される以

前に､その東側に土壌が掘り込まれているが､この土境内には周溝内での火を用いた祭把に伴ない

形成されたとみられる焼土が投入されていた｡さらに､周溝内出土の須恵器はこの祭把に伴なうも

のであると考えられた｡すなわち､主体部は周溝内祭把と時間を隔てて構築されたのであり､この

時間差が須恵器の型式差に反映されていると理解できるのである｡

ただし､主体部出土の須恵器が杯身および杯蓋という日常的な器種であるのに対し､周溝内出土



のそれは高杯および旗という祭把に関わる器種であり､祭把関係の遺物に古い形態的特徴が残存す

る傾向があるという認識からして､周構内に型式としては1段階古い形態を有する須恵器が埋納さ

れた可能性も考え得る｡

第 3節 巨勢山322号墳

1.位 置 と 墳 丘 ･ 周 溝 (第14･15･16図)

本境は､323号境より､西方部に延びる支尾根端部に立地 し､標高約163mに基底を置く｡

調査前においては､古墳の存在が明瞭ではなかった｡しかし､標高165mから163mにかけてコ

ンターラインの傾斜の変換があり､遺構の存在する可能性が認められた (第14図)｡

そこで標高165mから162mにかけて東西方向に土層観察用アゼを残 しながら掘削を始めた｡

本墳の墳形は､先の分布調査では､円墳と登録されていたが､今回の調査の結果､墳丘背後に相

当する東側周溝が直線上に掘削されており､平板測量図 (第15図)を観察してみても､北東部､南

東部でコーナーが検出され､本境は､方墳であると考えられる｡

墳丘規模は断面土層図 (第16図)とも考えあわせて東西約7.5m､南北約8.0mと考えられる｡

埋葬施設は､ふたっあり､この墳丘､周溝は主体部 1に伴うものである｡

墳丘断面を観察すると､上部はやや流失しているものの､厚さ約1.0mの盛土が遺残 していた｡

主体部 1に関する盛土は､東西方向に関しては､墳丘両端 (第16図⑯層⑲層)より中央部に向けて

積みあげていた｡南北方向に関しては､不本意にも作業の不手際により､記録することができなかっ

た｡また､主体部 1に伴う排水溝との関係もこの土層断面図よりよくわかる｡

周溝は､墳丘背後に相当する東側においてのみ検出できたが､それ以外の場所では､当初よりな

かったものと思われる｡ この周溝は､幅約1.0m､深さ約0.4mであり､遺物等は一切検出されな

かった｡

主体部2は､主体部 1の墳丘盛土を掘り込んでつくられていたが､上部が流出しており､盛土を

施していたかどうかは不明である｡

21主 体 部 1 (第17･1.8･19図)

墳丘中央部において､地山を掘り込んだ､主軸M.N.-50-E.におく木棺直葬墓である｡ 墓境は､

長軸2.50m､短軸0.71m､深さ0.37m､木棺の痕跡は､長軸1.37m､短軸0.38m､深さ0.34mを測

る｡ 床面は平坦であり､箱形を呈する木棺であったと考えられる｡

この主体部の墓場埋土は､土層断面図 (第19図)より､順次積み上げられており､木棺痕跡場所

においても段階をおって土砂がくずれていったことがわかる｡

また､この主体部の西側より溝が検出された｡これは､レベルが墓墳底よりも若干高いものの､

排水溝以外の用途は考えることができず､ここでは排水溝と記述しておく｡
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墳丘端 第14図 巨勢山32

2号墳 墳丘測量図 (調査前S.-1/2

00)第15図 巨勢山322号墳 墳丘測量図 (調査後S.-1/200)
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4.主 体 部 2 遺 物 出 土 状 態 (第21図)遺物

は､木棺内南側底面にかたまって出土した｡これらの遺物は全て須恵器 (杯身､杯蓋)であり､そのほとんどが､完形､あるいは

復原完形のS状態で残されていた｡須恵器は総数10点で､そのうちわけは､杯蓋5点 (1-5)､

杯身5点 (6-10)であったo北側より､杯身 (9)が口縁を上にしてあり､その上に杯蓋 (

4)が口縁を上にして重なっていた｡すぐ南側では､杯蓋 (1)が口縁を西にして床面とほぼ垂直

の状態であり､西側に杯身 (7)が口縁西

で､もたれかかっていたoその東側では杯蓋 (5)が口縁北で､南側にやや傾斜しつつあり､その

上に杯身 (10)､杯身 (8)が口縁を北にして重なっており､杯身 (10)にかぶさるように､杯蓋 (2)が口縁を南にし､若干南側

は傾斜して出土した｡これらの南側 (木棺南端)には､杯身 (6)が口縁を北側に向け､杯蓋 (1)

､杯身 (8)にたおれかかり､その南側に杯蓋 (3)が､口縁北側でかぶさって出土した｡このように､杯身 (9)と

杯蓋 (4)､杯身 (7)と杯蓋 (1)､杯身 (10)と杯蓋 (5)､杯身(8)と杯蓋 (2)､杯身

(6)と杯蓋 (3)というように､蓋がかぶさった状態ではないことを無視すれば､それぞれ杯身と

杯蓋がセットと一応認識できる状態で検出できたが､後述するように､法量の比較により認識できる

セット関係とは矛盾している｡5.主 体 部 2
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12.白黄色砂質土
13.暗黄褐色砂質土
14.暗黄褐色砂質土
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16.暗黄褐色砂質土
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24.明灰黄色細砂

25.黄褐色砂質土26.明灰黄色細砂

27.灰黄色砂層28.灰黄色砂層29.

灰黄色砂層30.暗黄褐色砂磯層31.暗黄褐色砂質土
32.赤

褐色砂楳層33.黄褐色砂質土34.明黄褐色



180.00m､北方では180.25m付近のコンターラインでそれぞれ､傾斜の変換が認められ､それぞれ

の方向のコンターが直線状に延びることから､方墳の可能性も考えられた｡また､南方においては､

傾斜変換部分のさらに南側に､約85m四方の平坦面があり､墓道等の検出も期待できたo

当初墳丘については墳頂部より東西南北各方向に土層観察用アゼを設けて掘削を開始し､表土を

除去したが､その後本墳の現地保存が確定的となったため､東､北､西の各方向に幅 1mのトレン

チを設ける方法に切り替えた｡ `

墳丘部分の表土､流出土を除去したところ (第26図)､北および南方においては直線状に延びる

墳丘端を画する堀割が検出でき､本境が方墳であること､南北の一辺が11.2mであることを確認で

きた｡東西については堀割 は存在 しなかったが､墳丘断面土層 (第27図)の観察あるいは､表土､

流出土除去後の平板測量図により､一辺14.8.mを測ることが判った｡従って本墳は南北11･2m､東

西14.8m､高さ2.25m～3.00mの若干東西方向に長い､長方墳であることが判明した｡

さて､墳丘頂部を中心として､東､北､西方向に設定した各 トレンチの所見によれば､横口式石

櫛の外面部分の石材調整は､多くの部分については割石加工に留まっているが､各石材の接合面付
(4)

近では蔽打具技法によるかと思われる､平滑に仕上げられた部分も認められる (第32図)｡また､

各石材の接合面､目地部分には外面からも漆喰が適当量効果的に塗り込まれており (図版32)､土

砂や水の浸入を防いでいる｡

墳丘土層断面 (第28図)の観察によれば､墳丘の形成は､まず地山を全面に露出させた後､墓境

を1.5-2.0mの深さまで掘り込み､最下底に横口式石櫛の底石を置き､奥壁あるいは側石さらに

は天井石と配石するごとに､版築により埋設している｡版築に用いた土は､ほぼ純粋に地山から成

り､黄色砂質土の地山を主体とする灰黄色砂質土と､赤褐色粘質土の地山を内に含む黄色砂質土の

両者を互層積みにし堅く叩きしめて､まず墓境肩付近より天井石の上方約0.6mまでを被う｡次い

で通常の横穴式石室にみられる程度の盛土を､原則として墳丘の内側より外側にかけて行い､墳丘

を形成 している｡なお､版築層および墳丘盛土の各層からは､第35図に示すような埴輪片や鉄製品

残欠が出土しており､本境が､先行して存在した古墳を破壊して築造されたことが判る｡

2.墓 道 (第26図､図版35-39)

後述するように本墳主体部の横口式石櫛はほぼ真南に開口するが､さらにその南方にはこれに伴

う墓道を検出できた｡墓道は最大幅2.5m､最大深さ0.3mを測る断面逆台形の溝状を呈 している｡

開口部より南方-約15m比高にして約3.75mは若干西方へ蛇行しながらも尾根鞍部上を通るが､

175.00mのコンター付近で南西へ屈曲すると同時に尾根鞍部から西側の斜面へと至る｡175.00mか

ら173.50mへと至る斜面は傾斜角27度を測るほどの急斜面であるため､地山を削り出して4段の階

段を設けている (図版38-39)｡墓道はその後再び南東方向-と屈曲するが､もはや尾根鞍部上へ

と上ることはなく､調査区外となっている｡なおこの付近では鞍部から西-向けて大きく削ってそ
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入口部付近で消滅し､その延長は､㊧層の上層となる｡これと復原して橋架し得る天井石との空間

が再利用当時の石室入口部分での高さに相当するもので､約80cmを測る｡逆に奥-向かうにつれ､

この㊧層はレベルを下げ､石榔部入口付近では天井石との空間が120cm程度と最高になる｡しかし一
∫

ながらいずれにせよ､立って歩けるほどの空間は望めず､再利用時における行動は､ほとんど座っ

た状態で行なわれたことは想像に難くない｡㊧層は石榔入口部付近で急にレベルを上げつつ㊧層の

上面と合致して消滅し､その延長は⑲層の上面となる｡ ⑲層の上層である⑯層からは､火熟を受け

た動物遺存体が出土した (第5章 考察 松井章氏の報文参照)｡再利用時に調理して食用に供 し

た後､石榔部-と押しやったものであろう｡

さて､この再利用面からさらに下の層についてはほとんどそれより以前の盗掘により形成された

もので､石室構築当初または直後の状態を留めるものは(a)石榔部入口に縁泥岩製の扉石を用いるが

それを固定するために用い､さらには羨道部の床面を兼ねた㊥層と(b)墓道の埋土である㊨､⑲､⑲､

㊨層の計4層に過ぎない｡

扉石は現存最大厚5.1cmを測る緑泥片岩製の板状のもので､㊥層の下底付近に下端が据えられ､

石榔天井部までを閉塞していたものと思われるが､同層形成時の撹乱により833片の大小の破片と

なっている｡

第3表は各層ごとの扉石 (緑泥片岩)片の破片数と総重量および破片1個の平均値を示すもので

あるが､やはり石榔醜塞部近辺の⑳､㊥､㊧層各数値が目立って高いものとなっている｡ また､先

述の再利用面の埋没土である㊧層も次いで高い数値

を示しており､破片1個あたりの平均重量すなわち

大きさも大きく周辺の各層とは隔絶した状況を呈し

ている｡ここでは扉石 (縁泥片岩)片もまた故意に

集められ､再利用されたのであろう｡

㊧⑲㊨㊥㊥層は盗掘に際して石室内に堆積してい

た土砂を石室外にかき出したことにより形成された

ものである｡ これらのうち､㊨層にのみ扉石 (緑泥

片岩)片が認められることは､㊨～㊨層がいずれも

羨道部の堆積土であり､㊧層形成の直前に至って盗

掘はようやく扉石にまで達し､これを破砕したこと

を示している｡ なお､このかき出し行為以前に､墓

道理土を掘り込んで形成された土壌がある｡埋土の

㊥㊨層は若干黒っぽいが､上層の㊥層とほぼ同質で

あることから､土壌の掘削は､先述の盗掘に伴って

行なわれた行為と考えておきたい｡

ーL.夕一層序 数 (片) 重さ (9) 平均 (

9)2層 4 217

54.255層 3 30 10.00

7層 1 1 1.

008層 3 3 1.

009層 2d 690

34.5016層 1

0 39 3.9019層 2

20 10.0020層 109 7,564 69.39

21層 25 1,806 72.2

424層 145 519 3.

5825層 159 6,833

42.9826層

188 6,836 36.36その他 164 1,603 9.
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石廟部外面 北側小口 (天井石 ･奥壁 ･左側

石と漆喰)石室内 石相部左側仕口上部付近

石室内 石相部 (天井

石 ･右側石と漆喰)敵打具技法による調整 石用部

外面 東側 (天井石 ･右側石と漆喰)



床石と接する下端付近では､成形の痕跡を残す部分がある｡

石榔部天井石は､現状での最大幅は0.84mであるが､土圧での歪みの影響が認められるので床面

と同様｣0.90mの幅であったと復原 しておきたい｡観察可能部分での最大長は2.18mで､左右両側G

石と接する部分に段彫は認められない｡厚さは先述の墳丘断面との関係から､0.96m以上であるこ

とが判る｡ 調整は､蔽打具技法により平滑に仕上げられるが､一部に成形時の痕跡も残存する｡ な

お､扉石を蔵人するための仕口が存在したか否かについては､この部分の剥離が著しく∴明らかに

することはできなかった｡

羨道部の幅は1.45-1.55m､長さは3.26mで､閉塞の有無 ･方法については明らかではない｡そ

の構造は､床面は土床で､その上に2個の巨大な直方体の石と数個の割石で構成される側壁を設け､

さらに2′石の天井石を構架している｡ 漆喰の使用は石室外からのみ行なっているようで､石室内か

らは観察できない｡天井石は入口側の石を全て石室内に落とし込んだ状態で検出され (図版26-

28)､奥の1石も入口側の部分を欠失している｡ なお､羨道部の天井石のうち奥のものは石榔部の

それよりも約0.30m高い位置にあり､入口側のものはそれよりもさらに10-15cm高い位置に構架さ

れていたことが､側壁との関係で判る｡ 2石とも内面は蔽打貝技法により平坦に仕上げられている｡

羨道部の床面は盗掘により荒らされ､凹凸はあるものの､ほぼ平坦な土床で､石榔部床石上面よ

りも0.08-0.15m低い位置にある｡ 石榔部寄りには深さ25cm以上の掘り込みがある｡ 先述の㊨層と

数個の自然石によって埋められており､扉石の下端を埋め込んで立てるためにこのような構造になっ

ているものと思われる｡

羨道部右側壁は､奥より長さ1.34m､高さ1.24m程度の1石､次いで最大長1.05m､高さ1.26m

程度の1石があり､両者間の上部の空間には逆三角形の石が落とし込まれている｡ なお､石榔部右

側石の上部で羨道部の奥の1石との間に形成される空間(漆喰により充填されているように図化した

所)には割石 1石が存在したが､図化以前に崩壊したため､作図不能となった｡さて､これらの主

要な2石と逆三角形の石の調整はいずれも蔽打具技法によるもので､一部に成形時の痕跡を残すも

のの､平滑に仕上げられている｡ 次いで入口側には4個の割石が積み上げられ､さらに2石以上を

積んで石室端となっている｡ これらの調整は粗雑で成形時の割石の状態を多分に残している｡

羨道部左側壁は､奥より長さ1.38m､高さ1.41m以上のほぼ正方形の1石に続き､長さ1.50m､

高さ1.29m以上のほぼ長方形の1石があり､さらには石材の抜取り穴となっている｡ 石榔部との接

触部分は､不整形の割石3石により空間を埋めている｡ 石材調整については､主要な2石はいずれ

も蔽打具技法より成るが､奥の正方形の1石のそれはやや粗雑で､また入口側の長方形の1石も､

抜取り穴に接する面については成形時の割石の痕跡をそのまま残している｡

4.石 室 内 遺 物 出 土 状 態 (第33図)

第33図に示すのは､石室再利用時の羨道部における遺物出土状況である｡ 先述の通り､㊧黒赤色
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は2本の凹線と波状文があり､内面は同心円状のタタキメにスリケシを加える｡ いずれもTK23型

式を前後する段階のものと見倣して大過ないであろう｡

鉄製品残欠は､多くの資料を持たが､図化できるものはわずかである｡ (36)は馬具辻金具の足

金具かと思われるもので､2孔を穿っている｡ 金銅装は認められない｡ (37)はやや特異ではある

が､長頚鋸の箆被と茎部分ではないかと思われる｡

以上述べたように､墳丘周辺部および盛土内出土遺物は､埴輪については川西編年Ⅳ期､須恵器

についてはTK23型式前後に比定でき､鉄製品の年代観についてもこれに矛盾するものではない｡

横口式石櫛を内部主体とする本墳は､これに先行して存在した5世紀後葉段階の古墳を破壊して築

造されたことが判る｡

なお､石室内出土遺物には､先述した再利用面出土遺物の他に次のものがある (第36図)0(1)

～ (4)は円筒埴輪片､(5)(6)は須恵器であるが､(6)はTK23型式前後の腺口縁部の破

片かと思われ､いずれも墳丘周辺および盛土内出土のものと併行期の遺物である｡ (7)は瓦器椀
nlu"
リ

Ⅱ
ヽ
で

9)
期に比定できる｡ 石室内出土の中世の遺物中最も古い段階のもので､11世紀代に遡るか

も知れない｡盗掘はこの時期に行なわれたものと考えておきたい｡ (8)は和同開称､(9)は寛

永通宝である｡ それぞれ第29図の25層､32層から出土した｡

第 5節 巨勢山324号墳

1.位 置 と 墳 丘 ､ 周 溝 (第37･38･39図)

本墳は､前述の323号墳より､北方に延びる支尾根の鞍部上に立地し､基底は､斜面高所である







･土器のうちわけは､須恵器5点と土師器 2点であり､土師器の長頚壷 (7)が､

ロ縁を西に向けて横たわり､その上に須恵器の杯蓋1点と杯身2点 (2

･3)が覆うように被さっていた｡そして､これらのすぐ南側に隣接するように須恵器の杯身2点 (

4･5)があり､その上に土師器の短頚壷Sが口縁を下にし

て被さっていた｡なお､杯身 ･杯蓋は全て口縁が下になっていた｡また､鉄製品は､杯蓋 (1

)の上にコ字形金具 (9)があり､その内部に刀子 (10･12)､鋲付金具 (13)などがか

たまってあり､さらにその上に鉄鎌 (8)が横たわっていた｡3.

周 溝 内 出 土 遺 物 (第41図)墳丘南側の周溝内より､須恵器､土師器､および鉄製品

を検出した0須恵器は､杯蓋1点 (1)､杯身4点･(2･3･4･5)である｡ 杯身は4点出土 している

のに対して杯蓋は1点であり､個数のうえでの一致は認められない｡杯蓋､杯身いずれも口縁

端部の処理はシャープで､杯蓋天井部および杯身底部は平坦なうえにもやや丸味を帯びていることなどから､

これらの須恵器はTK23型式のものと見倣して大過ない｡ところで､これらの須恵器のうち杯

身 (3)は､次の点で他のものとは異なった形態を示している｡すなわち､色調においては､他の須恵器が黒

味を帯びた青灰色であるのに対して杯身 (3)は淡灰青色を呈しており､また胎土においても､他

に比して径0.4cm～0.5cmというやや大粒の石英を含んでいる｡さらに､他の杯身よりも底部の丸味が少なく､また底部にはヘラ記号があり､これは9.8

cm程度の直線を描いたのち斜交して3.0cm程度の直線が描かれている｡以上のことから､杯身 (3)は､

他のものとは製作地あるいは製作者などといった何らかの製作過程での相違を指摘し得る｡また､鉄製品については､鉄鎌 (8)､コ字形鉄製品 (9)､刀子 (10･12)､鋲付金具 (13)な

ど

が出土している｡いずれもコ字形鉄製品中に入れられた状態で検出されており､コ字形鉄製品は皮革などを用いた箱

状のものの底板であった可能性も考えられる｡土器に関する詳細は観察表に譲り､ここでは鉄製品について詳

述すると､まず (8)は曲刃の鉄鎌で､刃部長推定11.2cm､刃部最大幅1.8cm

､刃部最大厚0.2cmを測る｡柄-の装着方法 ･角度については破損のため明らかにし難い｡

(9)はコ字形鉄製品と名付けた通り断面がコ字形を呈するもので､1枚の鉄板

の両端を折り返している｡先述の通り箱状のものの底板であろうと想定しているので､内法にて記 しておくと､底部幅2.5cm､立ち上り長1.0cm､同高0.9cmを測る｡ (1

3)は厚さ0.1cmの薄い鉄板に鋲頭径0.4cm､同足部分の断面径







第 2 次 調 査第 7節 巨勢山243号墳a

1.位 置 と 墳 丘 (第44･45･46図)243号墳は､本古墳群

の南西に伸びる尾根が､南西及び南方向に分かれる分岐点に立地 し､標高I約

240mに基底を置 く｡本壇の墳形は､先の分布調査では円墳と報告されたが､発掘調査後の平板測量図 (第45図

)を観察すると､墳丘の南半が土採り工事のため破壊されているものの､コンターラインが東､西､北部

で直線状になり､北西部では明瞭にコーナーが検出された｡よって本墳は方墳と考えられる｡ 墳丘

規模は､東西17m､南北推定18mである｡ ～

墳丘断面 (第46図)を観察すると､墳丘の上部は既に流失しており､その高さは不明であるが､厚さ約40c

mで盛土が遺残していた｡墳丘はこの盛土と地山の整形により形成される｡地山は､墳頂部を平坦に

整形しており､また､東､北斜面では､整形した様子は伺えなかったが､傾斜角がやや急になる西斜面では､墳丘

基底付近で2段に平坦面を造っている｡これは盛土の土留めを目的としたものと思われる｡なお､東

､西斜面では明確ではないが､北斜面の堆積状況からみて､盛土は頂部から順に積まれていったことが判る｡





~ー-一丁

- 55-

(o
o
N
＼

t
-
.
S

′藤
樹
需
)
国
昭
rJb/!T
型

聾

叶

等

N

rTl麻
皿

既

等

肝

日用



(填
萩

山
壷

等
躍
望
叶
腫
)
璽

tB



土 墳

1表 土
2暗茶褐色砂凍土
3黄褐色砂磯土
4暗黄褐色
5暗黄褐色砂凍土
6暗黄褐色砂磯土
7暗黄褐色砂磯土
8黒褐色砂質土
9暗黄茶褐色砂凍土
10暗黄褐色砂凍土
11暗黄色砂磯土
12黄褐色砂凍土
13暗黄赤褐色砂凍土
14暗赤黄褐色砂凍土
15暗赤黄褐色砂凍土
16暗黄赤褐色砂膜土
17暗黄褐色砂質土
18暗黄色砂質土
19暗黄色砂質土
20黄茶褐色砂質土

21淡黄褐色砂質土
22暗黄褐色砂質土
23黄褐色砂質土
24暗黄褐色砂質土
25明黄褐色粘質土
26黄褐色砂質土
27暗黄色土
28暗黄褐色砂質土
29黒褐色粘質土
30黄褐色砂質土
31暗黄褐色砂質土
32黄茶褐色砂質土
33暗黄褐色砂質土
34暗黄色砂質土
35黄褐色砂質土
36暗黄褐色砂質土
37暗黄褐色砂質土
38黄褐色砂質土
39暗黄茶褐色砂質土
40黄褐色砂質土

41黄褐色砂質土
42暗黄褐色砂質土
43暗黄褐色砂質土
44暗黄色砂質土
45黄褐色磯砂
46暗黄褐色砂質土
47暗黄色砂質土
48暗黄色砂質土
49暗黄褐色砂質土
50暗黄褐色砂質土
51暗黄褐色砂質土
52黄褐色砂凍土
53明黄褐色砂質土
54黄褐色砂質土
55黄茶褐色砂質土
56茶褐色砂質土
57暗黄茶褐色砂質土
58,淡黄褐色砂質土
59淡黄褐色砂質土
60明黄色砂質土

第46図 巨勢山243号墳 墳丘土層断面図

61濃黄褐色砂質土
62暗黄褐色砂質土
63暗黄褐色砂質土
64暗黄褐色砂質土
65淡黄色砂質土
66淡黄褐色砂質土
67暗褐色砂質土
68赤褐色粘質土
69暗黄褐色砂質土
70暗黄褐色砂質土
71暗黄色砂磯
72暗褐色旗砂
73暗黄色粘質土
74暗黄色礁砂
75暗黄色砂質土
76暗黄褐色砂質土
77暗褐色砂質土
78暗黄褐色砂質土
79黄褐色砂質土
80暗黄色粘質土
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3.下 部 土 境 遺 物 出 土 状 態 (第48図)

遺物はいずれも破片となった須恵器と鉄製品で､主体部 1の墓場埋土より出土したものもある｡

(1)須恵器杯蓋は同一個体が大小の- こ分かれて出土し､約厨 で復原することができたo 出

土位置を図化できたのはうち5片で､その分布をみると､4片が下部土壌の北側に集中し､1片の

みが､土壌がやや幅を狭める C-C′断面付近にある｡北側の4片のうち､2片は主体部 1の墓

境埋土より出土したもので､他は下部土壌埋土内より出土したo

複数の破片を同一個体と認定できたものとしては他に､(4)須恵器杯身 (3片)､(5)須恵器

杯身 (2片)がある｡

また､鉄製品としては､(14)鹿角装刀子､(15)鉄鉱などがあるが､いずれも破片となって出
E:

土している点注目される｡

同一個体であっても破片1片1片の分布が垂直的にも水平的にも分散的であること､接合を行なっ

ても完形になるものは1点もなく､多くは小破片であること､鉄製品も破損した状態で出土したこと

などから､これらの遺物は､この場で割られて散乱したとするよりも､墳丘上などで割られたもの

が､この下部土壌を埋めるに際して､土砂といっしょに流入したと考えた方が合理的であろうoす

なわち､主体部 1-の埋葬に先行して行われた墓前祭把の一例として理解しておきたい｡

4.主 体 部 2(第49図)

主体部2は､主体部 1の西側に並列して造られていた木棺直葬墓であるo 墓境は長軸2･7m､短

軸1.3mの隅丸長方形を呈するo木棺は主軸をM･N･-320-E･に向けており､長軸2･1m､短軸0･87m

を測る｡遺存状態け極めて悪く､深さ最大で5cmしか残っていなかったo 遺物の出土も認められな

かった｡このため､主体部 1との前後関係は明確- 難いが､主体部 1が墳頂はぼ中央に存在する

ことから､主体部 1を築造後､主体部2を造ったものと考えられるo

5.下 部 土 境 内 出 土 遺 物 (第50図)

主体部 1の埋土および下部土壌より､須恵器と鉄製品を検出したo以下これらの出土遺物につい

て記述するが､須恵器の詳細は観察表に譲り､鉄製品の詳細は本文中で述べるo

須恵器はいずれも破片で､杯蓋 (1･9･10･11･12･13)､杯身 (2･3･4･5･6)､腺

(7)､高杯 (8)である｡

各個体の細部について観察すると､杯蓋の天井部と口縁部との境界は､やや外方-突出した稜線

となっているもの (1･9)と､凹線となっているもの (10･11･12･13)の両者が認められるo

また､杯蓋､杯身の口縁端部は､やや丸味を帯びて内傾し､あまい段をつくるものとなっているo

図上復原し得た6個体以外はいずれも小片で､全体のプロポーションを知ることはできないが､上

記の様な細部の形態､あるいは杯身のたちあがりがやや内傾度の大きいものであること､さらに腺
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巨勢山321号墳 周溝内出土土器観察表

遺 物 番 号 o口頚部 胎 土 . 焼 成 o外面 備 考器 種 形 態 と 調 整 o休 部
色 調o内面出 土 場 所 ･底 部(

脚部) o断面1 口径 14.8cm S 直径5tnnの石英 良好

o o青灰色○ 脚部内面以外須恵器 高杯 ･器高 10.6cm をわずか

に含むo o灰青色o の全体に自然軸墳丘背後周溝内 口縁部は､内轡気味に外方-のびたのち､さらに上外方へのび､端部は丸くおさめている○脚部は外反して下り､端部近くで下方に屈曲する〇四方向に､外面から内面に向けて穿たれた長方形スカシを有するoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデOo外面 ヨコナデ後 1条 (18本)の波状文o底部付近は-ラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデo外面 ヨコナデおよび40本のカキメ調整o内面 ヨコナデO や 直径 1mm以下の石英､長石をわずかに含む○雲母をわ

ずかに含むo o青灰色o が付着しているot2 口径 12.7cm 長径 1cmの石英 良好o o灰青色o

須恵器 高杯 器高 10.5cm をわずかに含むo o灰青色o墳丘背後周構内 口縁部は､内管気味に外方-のびたのち､さらに上外方-のび､口唇部のみ外反して面を有するo脚部は外轡気味に下外方に下り､端部近くで大きく外方にひらくo 外端面は､やや内傾した窪み気味の平面を成すoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 へラケズリ (ロクロの回転方向左廻り)o内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデo 直径

1mm以下の石英､長石をわずかに含むo雲母をわずかに含むo o青灰色

o3 口径 11.7cm 直径0.5m以下 良好O. o淡灰青色o

底部に粘土粒須恵器 腺 器高 13.0cm の石英､長石､チ o灰青色o がわずかに付着墳丘背後周構内 ロ軸部は､外反して上外方にのび､上部で外 ヤ-卜を若干含tE.

o灰青色o しているが､焼方-屈曲させ､再び上外方へのびるo屈曲点外 雲母をわずかに含 成時における焼面に凹線をめぐらせているo端部は､わずかに内傾する平面を成すo肩はなだらかに下り､休部最大径は中位よりやや上方に有するo体部最大径をはかる部位に､円孔スカシ (直径1.6cm)を外面から内面に向けて穿つo 休部は全体的に丸味を帯びているo底部は丸くおさめている〇･外面 ヨコナデ後1条 (37本)の波状文o内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデ後 1条 (9-13本)の波状文o波状文を施した後､その上下をヨコナデで消しているo波状文上方に浅いヘラガキ沈線が 1本施されているo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデo むo き台の痕跡かと思われるo底部内面にも

粘土粒の付着が認められるo体部中位より下方に､指頭圧痕が認められるo体

部内面以外の全体に自然軸が付着しているo4 口径 12.6cm 直

径0.5mm以下の 良好o o淡灰青色o 底部に焼成時須恵器 旗 器高 12.3cm 石英､長石､チャ o灰青色o における焼き台墳丘背後周溝内 口頚部は､3の線と同様の形態をとるo休部もほとんど3と同様であるが､3よりも肩部の張りが明瞭であまり丸味を帯びない0円孔スカシ (直径 1.6cm)は､内面から外面に向けて穿たれているo底部はやや丸いoo外面 ヨコナチ後 1条 (45本)の

波状文o内



¶

遺 物 番 号 oロ頚部 胎 土 焼 成 o外面器 種 形 態 と 調 整 o休 部 色
調o内面 備 考出 土 場 所 ･底 部(

脚部) ･断面･外面 ヨコナデ後 1条 (9-13本)の波状文o波状文を押 した後､その上下をヨコナデで消しているo波状文上方に浅い-ラガキ沈線が 1本施されているo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデo が認められるo体部内面以外

の全体に自然粕が付着している(.5 口径 12.7cm (残存1/5からの回転復原)

直径0.5mE)以下 良好o ･灰青色○須恵器 腺 (ロ頚部) ロ頚部は､3の腺

と同様の形態をとるo の石英､長石､チ ･青灰色○墳丘背後周港内 o外面 ヨコナデ後 1条 (16本/cm)i)波状文○ (回転台の方向右廻り)o内面 ヨコナデ00- .5°

ヤートをわずかに含む○雲母をわずかに含む○ o灰青色o6 口径 10.4cm(残存%からの回

転復原) 直径0.5mm以下 やや良好○ ･明赤茶褐色 体部外面に指土師器 杯身 口綾部は､

わずかに外反し､端部は丸くおさ の長石､チャート o明赤茶褐色 頭圧痕が認めら墳丘背後周構内 めている○休部はやや丸味を帯びるoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデOo外面 ヨコナデ○内面 ヨコナデの後ヨコ方向に-ラミガキを施し､その後夕テ方向に

放射状の-ラミガキを施す00- を若干含むo雲母を若干含むo ･明赤

茶褐色 れるo7 口径 10.5cm 直径 1-2mmの やや良好o

o赤茶褐色o 底部中心部分土師器 杯身 器高 3_3cm 石英､チャー トを ･赤茶褐色o に黒班が認めら墳丘背後周構内 ロ縁部はやや外反するo端部は内傾 して丸くおさめているo 休部はやや丸味を帯び､底部は平らであるoo外面 ヨコナデ ○内面 ヨコナデ oo外面 ヨコナデ o内面 ヨコナデの後放射状のヘラミガキ 0
0 わず

かに含むo直

径0
.
5TntD以下の石

英
､
長石
､チャー
トを



巨勢山321号墳 主体部内出土土器観察表

遺 物 番 号 ○口頚部 胎 土 焼 成 o外面 備 考器 種 形 態 と 調 整 o休 部
色 調o内面出 土 場 所 ･底 部(

脚部) o断面1 口睦 14.0cm (残存1/2からの回転復原) 直径3-4mmの 良好o

o灰青色o ･口縁部外面に須恵器 .杯蓋 器高 4.7cm ■ 石英をわ

ずかに含 o青灰色o 部分的に自然柚主体部 ロ縁部は､わずかに内傾しつつ下り､端部近くでやや外反するo口縁端部は､内傾する段を成すo天井部と口縁部との境界の稜線は､凹線的な形態をとるo天井部は比較的低く平らに近いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデ〇･外面 ヨコナデおよび天井部1/36まへラケズリ (ロクロ回転方向左廻り)o内面 ヨコナデ○0 む.直径0.5n)m以下の石英､長石

を若干含むo o灰青色o が付着している▲2 口径14.6cm(残存1/2からの回転復原) 直径0.5-1m 良好o o青灰色o

須恵器 杯蓋 器高 4.5cm 坤 の石英､チャート o濃青灰色o主体部 口縁部は､わずかに外反して下り､端部は直立した後に内傾する段を成す○天井部と口縁部との境界の稜線は､外方に突出しないにぷい形態をとるo天井部は低く平らであるoO外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび天井部1/48まへラケズリ (ロクロ回

転方向右廻り)o内面 ヨコナデ00 を含むo雲母を含むo

o青紫灰色o3 口径11.8cm 直径1-5q)

Dの 良好o o青灰色o須恵器 杯身 器高 4.7cm 石英､チャートを o青灰色o主体部 たちあがりは短くやや内傾しているo口縁端部は､内傾してにぷい段をつくっているo受部は上外方にのびやや丸くおさめているo底部は浅く平にちかいoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび底部%はへラケズリ(ロクロ回転方向右廻り)o

内面 ヨコナデ00 - わずかに含むo直径1mm以下の石英､.チャートを若干含むo雲母を含むo

04 口径12.9cm (残存1/2からの回転復原) 直径3mの石英 良好o o暗青灰色o

休部外面に部須恵器 杯身 たちあがりは短くやや内傾しているo口縁端 をわずかに含むo o淡青灰色o 分的に自然柚が主体部 部は､直立したのち内傾Lにぷい段をつくるo受部はやや丸味を帯びて水平にのび端部は丸いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび↑ラケズリ (ロクロ回転方向左

廻り)o内面 ヨコナデ00 - 直径0.5m以下の石英､長石､チャートを含むo雲母を

含むo -o淡青灰色.′ 付着しているo5 口径12.1cm (残存l/5

からの回転復原) 直径0.5nm以下 良好o o灰青色○須恵器 杯身 たちあがりは短くやや内傾しているo口縁端 の石英､長石､チ o灰青色o主体部 部は､内傾してにぷい段をつくるo受部は上外方にのびやや丸くおさめているo

o外面 ヨコ

ナデo ＼内
面 ヨコナデoo



巨勢山322号墳 主体部 2内出土土器観察表

遺 物 番 号 oロ 頚部 胎 土 焼 成 o外面 備 考器 種 形 態 と 調 整 o体 部
色 調 ○内面出 土 場 所 o虚 部(

脚部) o断面1 口径 14.2cm 長径8tnmの石英 良好o

o明灰青色o 一体部外面に部須恵器 .杯蓋 器高 5.0cm ■ をわずかに

含むo o明灰青色o 分的に-ケ状工主休蔀 2 ロ縁部はやや外轡気味にのび､端部は内傾 し 直

径2mm以下の石 o明灰青色o 具による成形痕たのち段を成すo口縁部と天井部を分ける境界には凹線をめぐらせているo休部はやや丸く､天井部はやや高い〇･外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 夕テ方向あるいはナナメ方向のハケ後ヨコナデおよび天井部1/26まへラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデ00 英､チャー トを含む

.直径 1mm以下の長石を含むo が認められるo▲2 口径 1

5.5cm 直径3-4mmの 良好o o青灰色o 休部内面に同須恵器

杯蓋 器高 5.4cm Q 石英をわずかに含 o淡青灰色o 心円文状の夕夕主体部 2 ロ縁部はや

や外轡気味にのび､端部は内傾 し むo直径2Ⅲtn以下 o淡青灰色o キメが認められたのち段を成すo口縁部と天井部を分ける境界には凹線をめぐらせるが､凹線下段はにぶく不明瞭であるo休部はわずかに丸味を帯びるo天井部はやや高いoo.外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび天井部1/26まへラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデ後中心部分に同心円文状の夕夕
キ00 の石英､長石を多く含む○直径0.5m以下のチャ- 卜

をわずかに含むo るo3 口径 ●14.6cm

直径 3-4Ⅲ皿の 良好o o淡灰青色o須恵器 杯蓋 器高 5.0cm 石英を若干含むo o淡灰青色o主体部 2 口縁部はわずかに外轡 しつつ垂直に下るo端部は内傾 したのち段を成すが､段はあまく不明瞭であるo口縁部と天井部を分ける境界には臥線をめぐらせているo休部はやや丸く､天井部はやや高いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび天井部1/2はヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)o内
面 ヨコナデ00 直径2m以下の石英､長石を多 く含む.直径0.年m以

下のチャー トをわずかに含むo o淡灰青色o4 口径 14.2cm

直径2Tnmの石英 良好o o青灰色o 体部外面に部須恵器 杯蓋 器高 4.6cm をわずかに含む

o o淡青灰色o 分的にハケ状工主体部 2 ロ縁部はわずかに内管 しつつ下外

方に垂直に 直径 lTDn)以下の石 o青灰色o ■具による成形痕下るo端部は内傾 したのち段を成すo口縁部と 英､長石､チャー が認められるo天井部を分ける境界には凹線をめぐらせるが､凹線下段はにぶ く不明瞭であるo休部はやや丸いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 夕テ方

向の-ケ後ヨコナデおよび天井部1/2はへラケズリ (ロクロ回転方向右廻り

)o内面 ヨコナデ00 トを若干含むo ロ縁部外面に部分的に自然粕

が付着 している5 口径 14.4cm 直径4mmの石英 良好o o青灰色o 体部外面に部

須恵器 杯蓋 器高 4.7cm をわずかに含むo o淡青灰色o 分的に-ケ状工主体部 2 口縁部はわずかに内轡 しつつ下外方に下る■o 直径 1m以下由石
o淡青灰色
o
具による成形痕

端部は内偵したのち段を成すo
口縁部と天井部

を分ける境界には凹線をめぐらせるが､
凹線下

英
､
長石
､
チャー
トを若干含む
o

が認められる
o
ロ縁部外面に
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遺 物 番 号 ･口頚部 胎 土. 焼 成 o外面 備 考器 種 形 態 と 調 整 ○休 部
色 調 ○内面出 土 場 所 o底 部(

脚部) o断面段はにぶく不明瞭で香るo休部はやや丸いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 夕テ方向の-ケ後ヨコナデおよび天井部1/26まへラケズリ (ロクロ回転方向左廻り)o内面 ヨコナデo0.- .....- 部

分的に自然柚が付着しているi6 口径 12.6cm 長径4-8mm

の 良好o o淡灰青色o 休部外面に ｢須恵器 杯身 器高 5.3cm

石英をわずかに含 o淡灰青色o l>l｣の刺突主体部 2 たちあがりは低 く内傾 し､端部近くでや

や垂 む○直径2tm]以下 o淡灰青色o 状の痕跡が部分直気味になるo端部は丸味を帯びて内傾したのち非常に不明瞭な段がつくo受部は短くわずか事に上外方にのび端部は丸いo体部は丸く底部も丸く仕上げているo休部に部分的に刺突状の痕跡が認められるoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび底部1/26まへラケズリ(ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデ00- の石英､長石を若干含むム直径

0.5mtD以下のチャートをわずかに含むo 的に認められ

るo7 口径 12.2cm 長径4-5rnmの 良好o

o淡灰青色o須恵器 杯身 器高 4.8cm 石英､チャ-トを o淡灰青色o主体部 2 たちあがりは低 く､やや外反気味に内傾する端部は丸味を帯びて内傾 したのち非常に不明瞭な段がつくo受部は短くわずかに上外方にのび端部は丸いo体部はやや丸いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび底部1/26ま-ラケズリ(ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコ
ナデ00- ...･.. わずかに含むo直径2mm以下の石英長石､チャ

ートを含むo 08 口径 13.6cm 直径2-3mmの 良好o

o淡青灰色○ 休部外面に部須恵器 杯身 器高 5.5cm 石英､チャートを o淡青灰色o

分的に-ケ状工主体部 2 たちあがりは低 く､やや外反気味に内傾する わずかに含むo直 o淡青灰色o 具による形成痕端部は丸味を帯びて内傾したのち､ややあまい段がつくo受部はやや上外方にのび端部は丸い体部はやや丸味を帯びるoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 夕テ方向の-ケ後ヨコナデおよび底部1/3

6まへラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデ00 径 lmtD以下

の石英､長石､チャートを含むo が認められるo9 口径 12.3c

m 直径2-3E)皿の 良好o o淡青灰色o 休部外面に部~須恵器 杯身 器高 5.0cm

石英､チャートを o淡灰青色o 分的に-ケ状工主体部 2 たちあがりは低 く内傾するo端部は丸味を帯 わずかに含むo直 o淡青灰色o 具による形成痕びて内傾したのち非常に不明瞭な段がつくo 受部は短く丸いo休部はやや丸いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデO

o外面 夕テ



遺 物 番 号 o口頚部 胎 土 焼 成■ o外面 備 考器 種 ∴ 形 態 と 調 ■整 o休 部
色 調 o内面出 土 場 所 o底 部(脚部) o断

面0-10~ 口径 12.1cm 直径3E)皿の石

英 良好o o淡青灰色o 休部外面に部須恵器 杯身 器高 4.8cm

をわずかに含むo o青灰色o 分的に自然柚が主体部 2 たちあがりは低く内傾するo端部は丸味を帯びて内傾 したのちややあまい段がつくo受部は短く丸いo休部はやや丸いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび底部1/26まへラケズリ(ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデ○0 直径 1mm以下の石英､長石､チ

ャ-トを若干含む
○

0



巨勢山323号墳 石室内再利用面出土土器観察表

遺 物 番 号 ･口頚部 胎 土 . 焼 成 o外面
嘩 考器 種 形 態 と 調 整 ○休 部

色 調 o内面出 土 場 所 o底 部(

脚部) o断面1 口径 8.8cm(残存l/3からの回転復原) 直径0.5tDE)以

下 良好o o茶褐色o ■土師器 小皿 o外面 ヨコナデo の石英､長石をわ .o茶黄褐色○石室内再利用面 内面 ヨコナデoo外面 未調整o内面 ヨコナデ00 ずか

に含むo雲母をわずかに含む○ o茶黄褐色o2 口径 8.4cm 直径1mの石英 良好o o赤褐色○

土師器 .小皿 器高 1.0cm をわずかに含む○ o赤褐色o石室内再利用面 ○外面 ヨコナデ (左廻り)o内面 ヨコナデoo外面 未調整o内面 不定方向ナデoO 直径0

.5m以下の石英､長石をわずかに含むo 雲母をわずかに含むo 0-3 ■口径 10._2cm(残存1/2からの回転復原) 直径0.5皿以下 卓好

o o茶黄褐色o土師器 '小皿 o外面 ヨコナデo の石英､長石､チ o茶黄褐色o石室内再利用面

内面 ヨコナデoo外面 未調整o内面 不定方向ナデ00-

ヤー卜をわずかに含むo o茶黄褐色o4 口径 9.0

cm 直径1mm以下の 良好o o茶赤褐色o土師器 小皿 器高 2.5cm 石英､チャートを o茶赤褐色o石室内再利用面 o外面 ヨコナデo内

面 ヨコナデOo外面 未調整o指頭による押圧o内面 ヨコナデ後
不定方向ナデ00- 若干含むo雲母を若干含むo o茶赤

褐色o5 口径 11.6cm 直径2mの石英 良好o o淡黄褐色o土師器 小皿 器高 2.7C皿 をわずかに含むo o淡黄褐色O.石室内再利用面 ○外面 ヨ

コナデo内面 ヨコナデoo外面 未調整o内面 一定方向ナデ00 直径0.5mzn以下の石
英､長石､チャートーを若干含むo雲母を含むo o淡黄褐

色o6 口径 9.4cm(残存1/3からの回転復原) 直径0.5mm以下 良好o1 o茶褐色o土

師器 小皿 o外面 ヨコナデo の石英､長石を含 o茶褐色o石室内再利用面 内面 ヨコナ

デoo外面 未調整o指頭による押圧o内面 ヨコナデ00 むo雲

母を含むo o茶褐色o7 口径 10.5cm(残存1/2からの回転復原) 直径0.5mm以下 良好o o淡赤黄

褐色o土師器 小皿 ○外面 ヨコナデo の石英､長石をわ

o淡赤黄褐色o石室内再利用面 内面 ヨコナデoo外

面 未調整o内面 ヨコナデ00- ずかに含むo雲母をわずかに含む○ o淡赤黄褐色o8 口径 11.2cm 直径0.5mm以下 良好o o茶赤褐色o土師器 小皿 器高 2.0cm の石英､長石を含 o赤褐色

o石室内再利用面 o外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外

面 未調整o内面 不定方向ナデ00 む.直径0.5tm以下のチャートを多く含

むo雲母を若一



遺 物 番 号 o口頚部 胎 土 焼 成 o外面 備 考器 種 形 態 と 調 整 o体 部
色 調o内面出 土 場 所 o底 部(

脚部) o断面内面 ヨコナデoo外面 未調整.手許頭による押圧.内面 不定方向ナデ00 長石､チャートを含む

o雲母を若干含むo10 口径 11.6cm 直

径0.5皿以下 良好o o茶褐色o ▲土師器 ′Jヽ皿

器高 2.8cm の石英､長石､チ o明茶褐色o石室内再利用面 o外面 ヨコナデ (左廻り)o内面 ヨコナデoo外面 未調整o内面 不定方向ナデ00 ヤー

トをわずかに含む○雲母をわずかに含むo o明茶褐色oll 口径 14.8cm (残存l/2からの回転復原) 直径1皿の石英 良好○ o黄茶褐色

o土師器 小皿 o外面 ヨコナデO ､ をわずかに含むo o黄茶褐色○石室内再利用面 内面 ヨコナデoo外面 未調整o内面 不定方向ナデ00

直径0.5皿以下の石英､長石､チャートを若干含むo雲母を含むo o寅茶褐色○･12.- 口径 22.6cm(残存1/4からの回転復原) 直径0.5皿以下 良好o o淡黄褐

色o 底部にススが土師器 羽釜 o外面 ヨコナデo の長石をわずかに o淡黄褐色o 付着している○石室内再利用面 内面 ヨコナデ00

0外面 ヨコナデo内面 ヨコナデo指頭による押圧o部分的にハケメが残存o 含むo雲母を若干含

むo o淡黄褐色o13 口径 14.2ctn(残存

1/2からの回転復原) 直径0.5m以下 良好○ o淡灰青色o瓦器 椀 器高 5.1cm の石英､長石､チ o淡青灰色o石室内再利用面 口縁部は､上外方にわずかに外轡してのびるo端部はわずかに内偵して段を成すo高台は低く断面が三角形を呈するoo外面 ヨコ方向のヘラミガキ (暗文)o ロ縁端部は部分的にヨコナデで消しているO.内面 ヨコ方向のヘラミガキ (暗文)o 口縁端部はヨコナデで消しているoo外面 不定方向へのヘラミガキ (暗文)杏施すが底部付近はヨ■コナデで消しているo内面 ヨコ

方向へのヘラミガキを密に施すoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデ後ラセン状のヘラミガキ(暗文)を施すo

ヤー卜をわずかに含むo o灰白色o15 口径 9.8cm(残存1/3からの回転復原) 直径

0.5m以下 良好o o濃青灰色o 底部に粘土粒須恵器 杯身 たちあがりは､内上方に短くのび､端部はや の石英､長石､チ o濃青灰色o が付着している石室内再利用面 や丸いo受部はやや上外方にの

び､端部は丸いo底部は浅く平らであるoo外面 ヨコナデ

o内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデo底部付近は未調整o内面 ヨコナデ00 ヤー卜を

わずかに含むo o濃青灰色o16 0- 直径0.5mm以下 良好o o赤黄褐色o土師器 杯身 o外面 指頭による押圧後へラケズリ (ロク の石英､長石をわ o赤黄褐

色o石室



巨勢山323号墳 墳丘周辺および盛土内出土土器観察表

遺 物 番 号 ･口頚部 胎 土 焼 成 ･外面 備 考器 種 形 態 と 調 整 .休 部
色 調.内面出 土 場 所 ▲底 部(

脚部) ･断面1 夕ガは､断面が台形を呈4J､突出度がやや高 直径0.5m)以下 良
好o o明褐色o 黒斑なしo円筒埴輪

いo の長石をわずかに ･暗褐色o323号墳 南方

0- .含む.'2m以下の o明褐色o表土直下層 ･外面 ヨコナデo内面 ナナメ方向の-ケ後夕テ方向のナデおよび指頭による軽い押

圧○0 石英､チャートを多く含むo雲母を含むo2 口縁部は､端部近くで短ぐはぼ水平に屈曲

し 直径2q)tD以下の 良好o o明茶褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 (口縁部) たのち､上外方にのびて面を成すo チャート､石英を o明茶褐

色o323号墳 東方 o外面 ヨコナデo 多く含むO.直径1 o明茶褐色o表土

直下層 内面 6本/cmのヨコ-ケ後ヨコナデ00-0 ■ mm以下の長石を含むo3 夕ガは､断面が台形を呈し､突出度は高いo 直径0.5t

nE)以下 良好o o明茶褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 (⊃ の長石をわずかに

o明茶褐色o323号墳 西方 o外面 ヨコナデo突帯帖り付け後ヨコハケo含む.直径2m以 o黄褐色o表土直下層

■内面 ナナメ方向のハケ後指頭による押圧oO 下の石英を含むo直径2tDm以下のチャ｢トを多

く含むo雲母を含むo4 夕ガは､断面が台形を呈し､丸味を帯びるo 直径2tDt

n以下の 良好o o黄褐色o 黒斑なしo朝顔形埴輪 突出度は高いo夕ガより上方は

､しばらくなだ 石英､チャート､ o黄褐色o323号墳 北方 らかに内傾したのち角度を変えて､わずかに

外 直径1m以下の長 o黄褐色o表土直下層 反する000外面 ヨコナデo内面 指頭
による押圧o剥離著しい00 石を含むo雲母

を若干含むo5 夕ガは､断面が台形を呈し､突出度は高いo 直径5mm以下の 良好o

o茶褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 ○ チャ-トを多く含 o茶褐色o323号墳 西方 o外面 10本/cmのヨコ-ケo夕ガの部分は むo直径0.5m

以 o茶褐色o表土直下層 ヨコナデo内面 10本/cmのナナメ方向の-ケ後夕テ方向のナ
デおよび指頭による押圧oO 下の長石､直径2

mⅢ以下の石英を若干含むo雲母を含むo6 夕ガは､

断面が台形を呈し､突出度はやや高 直径1m皿以下の 良好o o明茶褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 いo 石英､チャートを o明茶褐色o323号墳 西方

0 含む.0.5mtn以下 o淡赤褐色o表土直下層 o外面 ヨコナデo内面 6本/c
mのヨコ-ケ後夕テ方向ナデ00- の長石､直径2m以下の

角閃石をわずかに含むo直径3mⅡlのチャ-トを若

干含むo7 夕ガは､断面が台形を呈し､丸味を帯びるo 直径2Ⅲm以下の 良好o o淡赤褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 突出度はやや高



遺 物 番 号 ･口頚部 胎 土 焼 成 ･外面 備 考器 種 形 態 と 調■整 o休 部
色 調 ○内面出 土 場 所 ･底 部(

脚部) o断面8 夕ガは､断面が台形を呈し､突出度は高いo 直径 3mm以下の 良

好o ･明褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 0

- ∫ チャート､石英を o明褐色o323号墳 南方 ､ o外

面 ヨコナデo 多く含む○直径 1 o黄褐色o表土直下層 内面 夕テ方向のナデ､および部分的に夕チ

-ケが残存00 皿以下の長石を含むo雲母を含むo9 突帯径 30.0cm(残存1/8からの回転復原

) 直径 1mm以下の 良好o o淡赤褐色o ■黒斑なしo円筒埴輪 夕ガは

､断面が台形を呈し突出度はやや高いo石英､長石､チャ o淡赤褐色o323号墳 墳丘盛土内 0･〇外面 夕ガより上部および下部はB種ヨコハケ (板ナデの状態にちかい)o 夕ガ帖り付け後夕ガを指頭によって軽く押しているo内面 ヨコハケ後夕テ方向のナデおよび指頭による押圧0 ､〇 -トを含

む.直径1皿以下の角閃石を若干含むo雲母をわずかに含むo o淡赤褐色O.10 突帯径 23.3cm(残存1/7からの回転復原) 直径2m皿以下の 良好o o暗褐色o 黒

斑なしo円筒埴輪 夕ガは､断面が台形を呈し突出度はやや高いoチャート､石英を o明褐色o323号墳 墳丘盛土内 Oo外面 夕テ-ケo夕ガ帖り付け後夕ガを指頭によって軽く押圧しているo内面 夕テ-ケ後タテ方向のナデおよび指頭による押圧00 多く含むo直径3tnDのチャ-ト､長石を若干含むo直径 1皿以下の長石を含むo雲母を含むo

o明褐色oll 夕ガは､断面が三角形を呈するo夕ガより上 直径0.5皿以下 良好o

o淡黄褐色o 黒斑なしo朝顔形埴輪 部の口縁部側は大きく外反し､夕ガより下部は の長石､直径2tnn o淡黄褐色o323号墳 墳丘盛土内 下外方に内轡している000外面 夕ガより上部は7本/cmの夕テ方向の-ケo夕ガより下部は7本/cmのヨコハケ (右廻り)の後7本/cmのナナメ方向の-ケo夕ガの部分はヨコナデo内面 夕テ方向のナデおよび指頭による押圧の後ナナメ
方向のナデ00-..･.･.･.･.一･.･････. 以下のチャートを含むo

雲母をわずかに含むo o明茶褐色o12 口縁部

は端部近くで上外方にわずかに外反す 直径 1mm以下の 良好o o黄褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 (口縁部) る○ 石英､チャートを o

黄褐色o323号墳 墳丘盛土内 o外面 タテハケ後ヨコナデo内面 ヨコナデ00-0 含むo直径 1皿以下の長石を若干含むo雲母を若干含むo o黄褐

色o13 夕ガは､断面が丸味を帯びた台形を呈し､突 直径2mm以下の 良好○ o淡赤褐色o 黒斑なし○円筒埴輪 出度はやや高いo チャートを多く含 o淡赤褐色o323号墳 墳丘盛土内 Oo外面 8本/cmーの夕テ-ケoタガの部分はヨ

コナデおよび指頭による軽い押圧o内面 夕テ方向ナデおよび指頭による押圧00-...･.･.一･･- むo直径2m以下の石英､長石を含むo雲母

をわずかに含むo o黄褐色o14 夕ガは､断面が台形を呈するが不整形であるo 直径0.5mm以下 良好○ o暗褐色o 黒斑



遺 物 番 号 o口頚部 胎 土 焼 成 ･外面 備 考器 種 形 態 と 調 整 o休 部
色 調 ○内面出 土 場 所 o底 部(

脚部) o断面15 夕ガは､断面が準 を帯びた台形を呈するo 直径2m以下の '良好
o o暗茶褐色o 黒斑なしo･円簡埴輪 突出度はやや高い

o 石英､チャー トを o暗茶褐色o323号墳 墳丘盛土内 0- ...-･･..o外面 ヨコナデo内面 夕テ方向のナデ00 多く含むo直径0.5mm以

下の長石を含むo雲母を含むo o暗茶褐色o16 夕ガは､断面が台形を 呈し､突出度 は高いo 直径2mm以下の 良好o o茶褐色○

黒斑なしo円筒埴輪 0- チャート､石英を o茶褐色○323号墳 墳丘盛土内 o外面 ヨコナデo内面 夕テ方向のナ デおよび指頭 による押圧 00 ■ 多く含むo直径4mELのチャー トをわずかに含むo 直

径0.5皿以下の長石を若干含む o 雲母をわずかに含むo o淡茶褐色o17 夕ガは､断面が丸味を帯びた台形を呈するo 直径2皿以下の 良好o

o黄褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 突出度はやや低いo チャート､直径3 o黄褐色o323号墳 墳丘盛土内 00外面 12本/cmのナナメ方向の

-ケ後 ヨコナデo内面 ナナメ方向の-ケ後ヨコナデ00- 皿以下の石英を若干含むo o黄

褐色o18 夕ガは､断面が台形を呈し､突出

度はやや低 直径2mm以下の 良好o o茶褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 いo チャー トを含むo o茶褐色o323号墳 墳丘盛土内 0-0外面 ヨコナデo内面 夕テ方向のナデ○

0 直径2皿以下の石英を若干含むo直径5mmのチャートをわずかに含むo直径0.5mm以下

の長石を含むo o淡茶褐色o19 夕ガは､断面が丸

味を 帯びた 台形を呈 し､突 直径2皿以下の 良好o 0時黄褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 出度はやや低いo チャー ト､石英を o暗黄褐色o323号墳 墳丘

盛土内 0-0外面 ヨコナデo内面 不定方向のナ デ 00 多く含むo直径4皿皿のチャートをわ

ずかに含むo 直径1m以下の長石を含むo

o暗黄褐色o20 夕ガは､断面が台形を呈し､突出度はやや低 直径2mm以下の 良好o o暗褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 いo チャートを多 く含 o暗褐色o323号墳 墳

丘盛土内 0･外面 ナナメ方向の-ケおよびヨコナデo内面 夕テ方向ナデおよび指頭による押圧00- むo直径 1mm以下の長石を多く含むo直

径 1皿以下の石英を含むo o暗褐色o21 夕ガは､断面が台形を呈し､突出度はやや高 直径3mm以下の 良好o o暗褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 いo 石英を含むo直径 o暗褐色o323号墳

墳丘盛土内 0-0外面 8本//cmの夕テハケおよびヨコナデ○内面 8本/cmのヨコハケ後夕テ方向

のナデ00- 2tnm以下のチャ-ト

を若干含むo直径0.5m以下の長石をわずかに含むo ･暗褐色o22 夕ガは､断面が台形を呈 し､突出度は 高 いo 直径2mEl以下の 良好o o黄褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 0



遺 物 番 号 o口頚部 胎 土 焼 成 o外面 備 考器 種 形 態 と 調 '整 .o俸 部
色 調 o内面出 土 場 所 o虚 部(

脚部) o断面23 夕ガは､断面が丸味を帯びた台形を呈し､突 直径2皿以下の 良好o

o暗黄褐色o -黒斑なしo▲円筒埴輪 出度はやや低いo

■ チャートを多く含 o暗黄褐色o323号墳 墳丘盛土内 00外面 ヨコナデo内面 ヨコナデおよび夕テ方向のナデ00 むo直径1-m以下の石英､長石を含むo直径4mmの石英をわずかに

含むo雲母をわずかに含むo o暗黄褐色o24 夕ガは､断面が丸味を帯びた台形を呈し､突 直径2tnn以下の 良好o o淡褐色o 黒斑なしo

円筒埴輪 出度はやや高いo チャートを多く含 o淡褐色o323号墳 墳丘盛土内 00外面 ヨコナデo内面 ナナメ方向の-ケ後ナナメ方向のナデo ヰ0 む.直径5mmの

石英をわずかに含むo直径2皿以下の石英､長石を含むo o淡黄褐色o25 夕ガは､断面が丸味を帯びた台形を呈し､突 直径2皿以下の 良好o

o淡褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 出度はやや低いo チャートを多く含 o淡褐色○323号墳 墳丘盛土内 00外面 ヨコナデo内面 ナナメ方向の-ケ後夕テ方向のナデおよび指頭による押圧00 むo直

径1皿以下の石英を含むo直径4mmの石英を含むo直径0.5mm以下の長石を含むo o淡褐色o26 夕ガは､断面が丸味を帯びた台形を呈し､突 直径2mm

以下の 良好o o赤褐色o 黒斑なしo ′/ー＼円筒埴輪 出度はやや低いo チャート､石英､ o淡褐色o323号墳 墳丘盛土内 00外面 10本/ctnのヨコ-ケ後17本/cmのナ
ナメ-ケおよびヨコナデo内面 ヨコ-ケおよび指頭による押圧00 長石を含むo直径3mの石英

をわずかに含むo o淡褐色o27 夕

ガは､断面が台形を呈し､突出度はやや高 直径2mm以下の 良好o o暗褐色○ 黒斑なしo円筒埴輪 いo チャ-トを多く含 ･淡褐色o323号墳 墳丘盛土内 00外面 ヨコナデおよび部分的に夕テ-ケが残存o内
面 夕テ方向ナデおよび指頭による押圧00- むo直径1m以下の石英を含むo直径7皿の石英を

わずかに含むo直径1m以下の長石を含むo

o暗黄褐色o28 夕ガは､断面が台形を呈し､突出度はやや高 直径1皿以下の 良好o o淡褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 いo チャートを多く含 ･淡褐色o

323号墳 墳丘盛土内 00外面 ヨコ-ケおよびヨコナデo内面 夕テ方向のナデ00 むo直
径1皿以下の石英を含むo直径3皿の石英を若

干含む○雲母を多く含むo o淡黄褐色o29 夕ガは､断面が台形を呈し､突出度はやや高 直径4皿のチャ 良好o o淡褐色o 黒斑なしo円筒埴輪 いo -トをわずかに含 o淡褐色o323号墳 墳丘盛土内 00外面 ヨコナデおよび部分的に夕テ-ケが残存o内面 夕テ方向の



遺 物 番 号 ･ロ頚部 胎 土 焼 成 o外面 備 考器 種 ′形 態 と 調 整 o体 部
色 調○内面出 土 場 所 o底 部(

脚部) ･断面30 タガは､断面が丸味を帯びた台形を呈し､突 直径2m以下の 良好o

o赤褐色o 黒斑なしoI.円筒埴輪 出度は低い. a 長石を含むo直径 o赤褐色o323号墳 墳丘盛土内 0-0外面 11本/cmのヨコ-ケおよびヨコナデ内面 ヨコ-ケ後夕テ方向およびナナメ方向のナデおよび指頭による押圧00 2m以下の石英をわ

ずかに含むo雲母を若干含むo o淡赤褐色o3

1 0 直径 lmtD以下の 良好o o濃青灰色o須恵器 蛮も

しくは士 o外面 平行夕夕キo 石英､長石､チャ o濃青灰色o323号墳
墳丘盛土内 内面 ヨコナデ (スリケシ)00 -トを

含むo o青紫色o32 0 直径0.5mⅢ以下 良好o o濃

青灰色o須恵器 嚢もしくは壷 ･外面 平行夕タキ. 叫 の石英､長石､チ ･淡青灰色o323号墳 墳
丘盛土内 内面 ヨコナデ (スリケシ)00 ヤートをわずか

に含むo雲母を若干含むo o青紫色o33 0- . 直径 lmtD以

下の 良好o o暗青灰色o須恵器 壷 o外面 2条の凹線の上部 .下部に波状文 石英､長石､チャ
･濃青灰色o323号墳 墳丘盛土内 (13本/c

m)を施すo内面 ヨコナデ00 -トを含むo雲母を含む○

o青紫色o34 0 直径0.5mm以下 良好o o淡青紫色o須恵器 聾 o外面 平行夕夕キo の石英､長石､チ

o淡青灰色o323号墳 墳丘盛土内 内面 同心円文状の

夕夕キ00..一一一･一.-.一､.- ヤー卜をわずかに含むo雲母を若干含むo

o淡青紫色o35 0 直径0.5mE)以下 良好o o濃青灰色o須恵器 器台 o外面 2条の凹線の下部に波状文を施すo の石



巨勢山323号墳 石室内出土その他の土器観察表

遺 物 番 号 ･口頚部 胎 土 焼 成 o外面 備 考器 種 形 態 と 調 整` ○体 部
色 調 ○内面出 土 場 所 ･底 部(

脚部) ･断面1 夕ガは､断面が台形を呈 し､突出度は低いo 直径 2mm以下の 良好
O. o淡褐色o 黒斑なし○円筒埴輪-

o ♂ チャー ト､石英を ･淡褐色o323号墳 石室内

･外面 ヨコナデo 多 く含むo ･淡黄褐色○第29図第28層内 内面 夕テ方向のナ

デ00- .直径0.5mm以下の長石を若干含むo2 夕ガは､断面が丸味を帯びた台形を呈 し､突 直径 2tntD以下の 良好○ ･淡赤褐色○ 黒斑な

しo円筒埴輪 出度はやや低いo チャ- 卜を多 く含

o淡赤褐色o323号墳 石室内 0- む○直径 1mm以下 o淡赤褐色○第29図第21層内 ･外面 ヨコナ

デ○内面 夕テ方向のナデ0°- の石英､直径0.5mE)以下の長石を若干含むo3 夕ガは､断面 が丸味を 帯びた 台形を呈 し､突 直径3tm

のチャ 良好o ･淡褐色o 黒斑なし○円筒埴輪 出

度は低い○ -卜をわずかに含 o明褐色o323号墳 石室内 O j8 む ○ 直径 1mm以下 o明褐色○●第29図第34層内 ･外面 8本/cmの夕テ-ケ後ヨコ-ケおよびヨコナデo内面

10本/cmの夕テ-ケ後夕テ方向のナデおよび指頭による押圧0° の長石を含むo直径 lmtnの石

英をわずかに含む○4p 夕ガは､断面が丸味を帯びた台形を呈 し､突 直径0.5mm以下 良好○ ･淡黄褐色o

黒斑なし○円筒埴輪 出度は低いo の長石を若干含む⊃ o淡褐色o323号墳 石室内 0 直径 lE)血以下のチ o淡黄

褐色○第29図第 9層内 ･外面 ヨコナデ○内面 夕テ方向のナデ00- ヤー 卜を含

むo雲母をわずかに含むo直径 1mⅢ以下の石英をわずかに含む○5 ロ縁端部の処理は､ややシャープである. 直径0.5mm以下 良好o ･濃青灰色○

須恵器 壷 (口縁部) ･外面 ヨコナデの後 2条の浅い凹線oわず の石英､長石をわ ･青灰色o

323号墳 石室内 かに波状文の一部が残存o ずかに含むo ･青紫色○第29図第

24層内 内面 ヨコナデ00- -06 0 直径 0.5mm以下

良好○ ･濃青灰色○須恵器 腺 (口縁部) o外面 ヨコナデの後､強いヨコナデ

により の石英､長石をわ o濃青灰色○323号墳 石室内 断面三角形の突帯を引き出す

oその ずかに含むo ･青紫色○第29図第24層内 上部 .下部に波状文 (

9本/cm)を施すo内面 ヨコナデ○○.7 口縁部はわずかに上外方にのび､端部は丸

く､ 直径0.5H]皿以下 良好○ ･青灰色○瓦器 椀 内傾 して浅い段を成すo休部は丸味を帯び､高 の石英､長石をわ ･青灰色o323号墳 石室内 い高台をもつo 高台の端部は丸くおさめているoずかに含む○ o灰青色○第29図第24層内 o外面 口縁端部はヘラミガキ後 ヨコナデで消 しているoその他は､不定方向の-ラミガキ (暗文)をやや粗雑に施

す○内面 ヨ



巨勢山324号墳 周溝内出土土器観察表

遺 物 番 号 o口 頚部 脂 .土 焼 成 o外面 嘩 考器 種 形 態 と 調 整 ○休 部
色 調 o内面出 土 場 所 o底 部(

脚部) o断面1 口径 12.2cm . 直径2-3mn)の 良好
○ o青灰色o 口綾部および須恵器 杯蓋 器高 4.2ctn 石英､チ

ャートを o青灰色o 休部の内面はぼ墳丘背後周溝内 ロ縁部ははば垂直に下り端部近くでや

や外反 わずかに含むo直 0 全休と外面の半するo端部はやや内傾 して段を成

すod縁部と 径 1mm以下の石英､ 分に鉄鏡が付着天井部を分ける境

界は鋭い稜線であるo休部は 長石､チャートを しているo丸味を帯び､天井部はやや平坦であるoo外面 ヨコナデ○内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび天井部l/2はへラケズリ (ロクロ回転方向左廻り)o内面 ヨコナデ00- わずかに含

むo □縁部および休部外面に部分的に自然柚が付着している○2 口径 10.5cm 直径2-3tDmの 良好o o濃青灰色o 休部内外

面に須恵器 杯身 器高 4.7cm 石英､チャートを o濃青灰色○ 部分的に銑鉄が墳丘背後周溝内 たちあがりははぼ直立 してのぴ､端部はわずかに内傾 して段を成す○受部は上外方にのび､端部はやや鋭い○休部はやや丸味を帯び､底部はやや平らであるoo外面 ヨコナデ○内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび底部柏へラケズリ(ロクロ回転方向左廻り)o内面 ヨコナデ0
0 わずかに含むo直径 lmD以下の石英､長石､チャートを若干含むo

O- 付着している○3 口径 11.1cm 長径4-6mmの 良好

○ ･淡灰青色o 底部に ｢メ｣須恵器 杯身 器高 4.8cm 石英をわずかに含 ･淡灰青色

o の-ラ記号あ'り墳丘背後周港内 たちあがりはやや内傾 してのび､端部はやや

むo直径2mm以下 0- 底部内面に葉内傾 して段を成すo受部は上外方にのび､端部 の石英､長石､チ の痕跡が認めらはわずかに丸味を帯びるo体部はわずかに丸味を帯び､底部はやや平らであるoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデ〇･外面 ヨコナデおよび底部1/2-

ラケズリ(ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデ00-

ヤー卜を若干含む. れるが､器壁が生乾きの状態でつ

いたものとみられるo4 口径 9.9cm 直径3mの石英､良好o o濃青灰色o須恵器 杯身 器高 4.8cm チャ-トをわずか o濃青灰色o墳丘背後周港内 たちあがりはやや内傾 してのび､ロ縁近 くでやや外反するo端部はやや内傾 して段を成すo受部は短くはば水平にのび､端部はやや鋭いo体部は丸味を帯びるoo外面 ヨコナデo内面 ヨコ

ナデOo外面 ヨコナデおよび底部1/2-ラケズリ(ロクロ回転方向

右廻り)○内面 ヨコナデ00 に含む.直径 lTnD]以

下の石英､長石､チャートを若干含むo ○5 口径 10.6cm 直径4mmの石英､良好o ･濃青灰色o須恵器 杯身 器高 5.1cm チャートをわずか o青灰色o墳丘背後周港内 たちあがりはわずかに内傾 しつつはぼ直立にのび､端部はやや内傾 して段を成すo受部は短くほぼ水平にのび､端部はやや鋭いo底部は丸味を帯びる

oo外面 ヨコ



遺 物 番 号 o口



巨勢山243号墳 下部土境内出土土器観察表

遺 物 番 号 oロ頚部 胎 土 焼 成 o外面 備 考器 種 形 態 と 調 整 o休 部
色 調o内面出 土 場 所 o底 部(

脚部) o断面1 口径 13.3cm(残存l/2からの回転復原) 直径2q)zDの石英､良好o
o淡灰青色o 天井部に粘土-須恵器 杯蓋 器高 5.Oc皿 チャ-卜をわ

ずかさ o淡青灰色o の付着が認めら口縁部はやや内管しつつはぼ垂直に下り､端 に含

むo直径0.5 o濃青灰色o れるが､焼成時部付近でわずかに外反するo端部は

やや丸味を mE]以下の石英､長 の重ね焼きに起帯びて内傾し､あまい段を

つくる○天井部とロー石､チャートをわ 因するとみられ縁部と

の境界は､やや外方へ突出した稜線をな ずかに含むo雲母 るoつているo 天井部はやや丸いoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデおよび天井部1/3ヘラケズリ(ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデ0

0 をわずかに含むo 口縁部に部分的に自然粕の付着が認められる2 :Jb受部径 12.7cm (残

存1/6からの回転復原) 直径2mの石英､良好o o淡青灰色o 休部外面に指須恵器 杯身

受部は短く上外方にのび､端部は丸い､休部 チャートをわずか o淡青灰色o 頑圧痕が認めらはやや丸味を帯びる00-0外面 ヨコナデおよびへラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)o内面 ヨコナデ00 に含むo直径1mm以下の石英､チャートを若干含む○直径0.5mD]以下の長石を若干含むo雲母を若干含むo o淡青灰色

o れるo3 口径 11.8cm(残存1/7からの回転復原) 直径3mmの石英

良好o o淡青灰色o須恵器 杯身 たちあがりはやや内傾してのび､端部はやや をわずかに含むo o淡青灰色○丸味を帯びて内傾し､あまい段をつくるものと.なっているO受部は上外方にのび､端部は丸い内面の口綾部と休部を画する部分に浅い凹線を有するoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデoo外面 ヨコナデo残存部分が少ないため､ヘラケズリについては確認できない内面 ヨコナデ0
0 直径1m以下の石英を若干含むo直径0.5mm以下の長石､チャートをわずかに含む

o雲母を若干含むo o淡青灰色o4 口径 12.8cm(残存1/6からの回転

復原) 直径1m)以下の 良好o o淡青灰色o須恵器 杯身 たちあがりはやや内傾したのち､ほぼ直立し 石英､チャートを o青灰色oてのびるo端部は丸味を帯びて内傾し､あまい段をつくるo受部は上外方にのび､端部は丸い○休部はやや丸味を帯びて､底部は平らであるoo外面 ヨコナデ○内面 ヨコナデOo外面 ヨコナデ

および底部1/2ヘラケズリ(ロクロ回転方向左廻り)o内面 ヨコナデ00 含むo直径0

.5m以下の長石を若干含むo雲母を若干含むo o青灰色o5 口径 15.2

cm(残存1/4からの回転復原) 直径1m以下の 良好o o淡青灰色o須恵器 杯身 たちあがりはやや内傾したのち､口縁端部近 石英をわずかに含 o淡青灰色oくでわずかに外反する o 端部は丸味を帯びて内偵し､あまい段をつく る o 受部は上外方 にのび､端部は丸いo休部はやや丸味を帯び､底部は平らであるoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデ oo外面 ヨコナデおよ



】 遺 物 番 号器 種出 土 場 所 ･口頚部形 態 と 調 整 o休 部o底 部(脚部) 胎 土 焼 成 ･外面色 調 ○内面o断面 備 考 I

A～i6 受部径 18.4cm (残存1/6からの回転復原) 直径 2-3mmの 良

好o ･淡青灰色○須恵器 杯身 受部は上外方にのび､端部は丸い○休部は､やや丸味を帯びる00- 一･･外面 ヨコナデおよびへラケズリ (ロクロ回転方向左廻 り)○内面 ヨコナデ○○ 石英をわずかに含むo直径0.5mm以下の石英､長石､チャー トをわずかに含む

o o青灰色〇･淡青灰色o7 口径 11.0cm (残存1/4からの回転復原) 直径 2mmの石

英 良好○ ･淡青灰色o 口頚部外面に須恵器 腺 口頚部は外反 して上外方にのび､上部で外方

をわずかに含む○ o青灰色○ 部分的に自然粕へ屈曲させ再び上外方-のびる○屈曲点外面に凹線をめぐらせているo端部はわずかに内傾 して浅 くあまい段を成すOo外面 ロ縁部は､ ヨコナデ後 1条 (5本)の波状文o頚部はヨコナデ後 1条(32本)の波状文o内面 ヨコナデ00-0- 直径 1m皿以下の石英､チャー トを若干含む○ ･青灰色o の

付着が認められるo i∫fiIll 頚lt j8 脚部径 15.9cm (残存l/6か
らの回転復原) 直径 1mm以下の 良好o ･濃舌灰色○ 脚部外面に自須恵器 高杯 脚部は､外轡 して下方に

下り､端部近 くで段 石英､長石､チャ ･青灰色o 然粕の付着が認 E L:_3を成 し､再び外轡気味に屈曲する〇〇〇･外面 ヨコナデおよび10本//cmのカキメ調整○内面 ヨコナデo - トをわずかに含むo ･青灰色o めら

れるo =ql HlIriIil1l 'II1L,

】19 ロ縁部と天井部との境界は､やや外方へ突出 直径0.5mm以下 良好○ ･青灰色o須恵器 杯蓋(口綾部)した稜線を成すo口縁端部は丸味を帯びて内傾したのちあまい段を成すoo外面 ヨコナデo内面 ヨコナデ00- --O- の石英､長石､チャー トをわずかに含むo

･淡青灰色Oo淡青灰色○10 口縁部と天井部との境界は､浅い凹線となつ 直径0.5m皿以下
良好o ･青灰色○額恵器 杯蓋(口縁部)ているo口縁

端部は､丸味を帯びて内傾 したの の石英､長石､チ ･青灰色○ち非常に

あまい段を成すo ヤー トをわずかに ･濃青灰色oo外面 ヨコナデ○内面

ヨコナデ00-0- 含むo il1lilll 口縁部と天井部 との境界 は ､
やや浅い凹線と 直径0.5m以下 良好o o青灰色o須恵器 杯蓋(休部) なって

いる00- の石英､長石､チャー トをわずかに ･青灰色Oo青灰色○･外

面 ヨコナデo内面 ヨコナ デ00- 含む○ 】】】

!ilil112 ロ縁部 と天井部 との境界 は ､やや浅い凹線 と 直径2mm以下の 良好o ･青灰色○須恵器 杯蓋(休部) なってい る○ 石英をわずかに含 o青灰色o

0- ･･.･.･.･外面 ヨコナ デo内面 ヨコナ デ00- む o 直径0.
5mm以下の長石､チャートをわずかに含むo o青灰色○

r1IJTI】】lI13 ロ縁部

と天井部 との境界は ､浅い凹 線 となつ 直径 1
m皿以下の 良好○ ･青灰色○須恵器 杯蓋(ロ縁部 ているo 石英をわずかに
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第 4章 ま と め

第 1節 調査古墳の概要
Q

1 . 巨 勢 山 321号 墳

本境は第 1次調査地最高所の323号壇より北東にのびる支尾根先端部に立地する｡ 長径8.0m､

短径7.3mを測る円墳である｡墳丘背後には周溝があり､焼土､炭化物と共に無蓋杯 2点､腺 3点
(1)

の須恵器等が､この場で割 られた状態で出土 した｡これらはいずれもTK85型式に比定できる｡

主体部は墳丘のほぼ中央に設けられた箱形木棺直葬で尾根中軸に平行して長軸がある｡ 墓境内上
(2)

部の肩付近からはMT15型式の須恵器杯蓋2点､杯身3点が出土した｡

主体部の東側には､これに先行する土壌があり､埋土は焼土を含むため､全体に赤みを帯びてい

る｡この焼土については先述した墳丘背後周港内での火を用いた祭把によって生じたものを､ここ

に埋めたものと理解している｡

周構内出土遺物と主体部出土遺物とには､型式差が認められるが､土壌を介して先後関係が明確

であるため､これをそのまま時期差と認めてよいものと思われる｡

築造時期については､主体部の構築をもって古墳が完成するとの立場から､その出土須恵器の年

代観より6世紀前葉と考えておきたい｡

2 . 巨 勢 山 322号 墳

本墳は323号境より西にのびる支尾根先端部に立地する､長辺8.0m､短辺7.5mを測る方墳で

ある｡ 墳丘背後には周溝が掘削されている｡

主体部は2基あり､いずれも尾根中軸に直交して設けられた箱形木棺直葬墓である｡ 先行する主

体部 1は墳丘のほぼ中央にあり､排水溝を有している｡この排水溝の中から土製丸玉18個以上が出

土した｡後出の主体部2は､墳丘のやや西寄りにあり､墓境は墳丘盛土を掘削して設けられている｡

棺内小口部分からは須恵器杯蓋5点､同杯身5点がかたまって出土したが､出土状態より認識でき

るセット関係と､法量の比較により認識できるセット関係とは矛盾を来たしている｡ 木棺の底面に

接した状態で出土しながら､横倒 しになったものや､うつ伏せになったものも多いことから､その

内に内容物があったものとは考え難く､少なくともセットを意識して埋納されたものではない｡し

たがって､当初はセットとして運び込まれた各杯身､杯蓋が祭把等に使用された後､埋納されるに

際しては任意にあつめられたと考えられる｡ いずれもTKIO型式の幅の中でとらえ得るもので､一

部に-ケ状工具による痕跡を残すものがある｡

主体部2の構築期はその出土須恵器の年代観から6世紀の前葉に近い中葉と考えられるが､主体

部 1についてはそれに先行することが判るだけで明確にはし難い｡しかしながら継続的に主体部 1

と主体部2は構築されたであろうとの常識的な判断から､6世紀前葉段階のも.のと考えておきたい｡
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3 . 巨 勢 山 323号 墳

本墳は第1次調査地最高所に占地する､長辺14.8m､短辺11.2mを測る方墳である｡

内部主体は横口式石櫛で､地山を方形に削り出して墳丘基底を形成した後､墓境を掘削する｡ 石Q

室の埋設にあたっては､天井石上面まで版築工法によって土を積み上げ､次いで通常の盛土をして

墳丘を形成している｡

本墳の横口式石櫛は､低く幅の狭い石榔部と､やや高く幅の広い羨道部に分かれる型式で､石榔

部においては石室内外から目地に漆喰を充填している｡羨道部には天井石が2右横架さ串ていた｡
(3)

遺物は盗掘によりほとんど失なわれていたが､中世再利用面から飛鳥Ⅱ期の須恵器杯Hと土師器

杯Cが出土しており､本墳の築造期を示すものと思われる｡7世紀中葉の築造である｡.
(4)

なお､墳丘盛土中からは若干の鉄製品､TK23型式の須恵器､吊西編年Ⅳ期の円筒埴輪等が出土

しており､本墳が先行して存在 した古墳を破壊して築造されたことを示している｡ この古墳 (以下､

巨勢山323号先行墳と呼称)については､出土遺物から5世紀後葉に築造されたものと考えられる

が､当該地の墳丘上からの景観が極めて優れていること (図版4･5)､周辺に先行する古墳はな

いと思われることから､後述するように､今回の調査地の各古墳を含む支群の形成の端緒になった

記念碑的な古墳ではなかったかと思われる｡

4 . 巨 勢 山 324号 墳

本墳は323号墳より北にのびる支尾根鞍部に立地する､長径7.0m､短径6.0mを測る円墳であ

る｡ 墳丘背後には周溝があり､その中からTK23型式に比定できる須恵器杯蓋1点､同杯身4点と

土師器長頚壷 1点､同短頚壷 1点､鉄製品としてコ字形金具､刀子､鉄鎌などが出土した一｡

主体部は流出しており､既に存在しなかったが､木棺直葬境かと思われる｡周溝内に副葬品とし

て通有の鉄鎌､刀子といった鉄製品を収めていることから､主体部にはほとんど副葬品を入れてい

なかったものと思われる｡築造期は出土遺物から5世紀後葉と考える0

5 . 巨 勢 山 243号 墳

本境は､巨勢山山塊から南西に伸びる-支尾根が､南西及び南方向に分かれる分岐点に立地する､

一辺17m前後の方墳である｡

墳丘中央には尾根中軸に平行して木棺直葬墓である主体部1があり､やや西側に同様にして主体

部2がある｡主体部 1は舟形木棺を直葬したものと思われるが､遺物は全く認められなかった｡主

体部 1の下には､それよりやや大きな土壌 (以下､下部土壌)があり､中から破片となった須恵器

と鉄製品が出土した｡かなり離れた位置にある複数の破片を接合等によって同一個体と認定できた

ものが少なからずあることから､墳丘上で行なわれた墓前祭把によって破片となったものが､この

下部土壌を埋めるに際して土砂といっしょに流入したものと考えられる｡なお､主体部 1は盗掘境
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の影響を受け､その中央部が撹乱されているが､盗掘境の下面は

､下部土壌の上面で留まっていること･を､調査参加者全員が確認している｡ また主体部 1に 遺物が存

在･しなかったことについては､盗掘の影響は無視できないものの､下部土壌に先行して行なわれたとみられる祭把により､葬

送儀e礼の全てが終了したとするならば､あるいは主体部 1には､当初より全く遺物が入っていなかった可

能性がある｡出土の須恵器はMT15型式に比定でき､本墳の築造は6世紀前葉に行なわれたと考えられ

る｡また主体部2からも遺物の出土はなく､時期決定の根拠

を欠くが､その位置が中央ではないこと､主体部 1の底面よりその底面のレベルが高いことから､後出するも

のであることは判る｡第2節 巨勢山古墳群と第1次調査地の古墳第 1次調査地

における各古墳の築造順序と築造期を改めて述べると､323号先行墳 ･324号墳(TK23型式期 :5世紀後菓)- 322号墳主体部 1･321

号墳 (MT15型式期 :6世紀前葉)- 322号墳主体部2 (TKIO型式期 :6世紀中葉)- 323号墳 (飛鳥Ⅱ型

式期 :7世紀中葉)となる｡同一支尾根上には315号墳～326号墳 (320号境は欠番)の合計11基の古

墳があり､これをもって-支群を構成すると考えられる (P.4 第 2図参照)｡そのうち､尾根先端部に占地する326号墳は崖斜面に石組が認められ､横穴式石

室を内部主体と(5)することを確実視できるほか､318号境も横穴式石室であろうとされ

ている｡おそらくは両墳とも322号墳主体部2よりも後出するものと考えられ､この支群におけ

る横穴式石室の導入はTKIO型式期以降に行なわれた
とみなして大過ないであろう｡(

6) (7) (8)巨勢山古墳群における横穴式石室の導入は､71号填､431(境谷8)号

填､432(境谷9)号墳′では既にMT15型式期に行なわれているが､この支群においては､併行期築造の

321号填､322号墳は木棺直葬墳で､それらに明らかに遅れをとっている

｡同一古墳群内にありながら､このような差違は何に基づいて生じるのであろうか｡ここで考慮

しなければならないのは､調査地内における木棺直葬墳の副葬品の出土位置が､主体部外から主体部

内へという典型的な変遷過程をたどっていることであ

る｡すなわち､324号境では墳丘背後周溝内に全ての副葬品を収



いま､巨勢山古墳群における導入期の横穴式石室境である､71号填､431(境谷8)号填､432

(境谷9)号墳と､併行期あるいは後出する木棺直葬境である､321号填､322号墳との副葬品内

容を比較してみると､顕著な差違に気付く｡
Q

71号境では須恵器の他､馬具､ガラス粟玉､銀製指輪が､431(境谷8)号境では須恵器の他､

鉄銭､馬具が､432(境谷9)号墳では須恵器と 『若干の鉄製品』が出土しており､これら導入期
(10)

の横穴式石室墳については､馬具､鉄鉱の存在から､筆者の言う､群集墳中のAグループに属する

とみなして大過ないであろう｡

それに対して､それらに併行すると冒される木棺直葬境である､321号填､322号墳では須恵器
(10)

の他､土製丸玉程度の遺物しか認められず､副葬品内容のみから言えばCグループに属している｡

当時にあっては､軍事的編成を軸として階層構造が成立しており､その具現したものが群集墳中
(10)

におけるA､B､Cグループの弁別であると理解している｡この立場に立てば､巨勢山古墳群にお

ける横穴式石室の導入期において､横穴式石室採用の可否はやはり階層の差にかかっていると理解

せざるを得ない｡
(ll) (12)

改めて述べるまでもなく､巨勢山古墳群は室 ･宮山古墳の築造を契機として発展してきた古墳群

であり､横穴式石室導入以前にも多くの古墳が営まれてきた｡対して､先述のように､71号境から
(13)

は銀製指輪が､また木棺直葬墳である42(ミノヤマ2)号墳からは歩揺付飾金具が出土しており､

朝鮮半島との関わらが強調されるが､巨勢山古墳群における導入期の横穴式石室は既に初期横穴式

石室とは言い難い､日本化されっつある段階のものであると共に､その副葬品内容が既にAグルー

プに属することからみて､これら横穴式石室が新来の渡来人により築造されたとすることには賛成

できない｡42(ミノヤマ2)号墳の評価は正式報告書の刊行を侯っことにして､導入期の横穴式石

室については､その採用は巨勢山古墳群中の上位階層者のみが行ない得たものと考えておきたい｡

さて､第 1次調査地を含むこの支群では､TKIO型式以降に横穴式石室を採用すると考えた｡そ

の副葬品内容を明らか一にし難い現在､断定はしかねるが､既に321号填､322号墳について述べて

きた通り､特に有力な古墳を蔵する支群とは思われない｡

ところが､横口式石櫛を内部主体とする323号墳は､この支群のまさに中心に築かれるのである｡

ここで注意すべきは､323号墳が先行する古墳､おそらくはこの支群形成の端緒となったと思われ

る古墳を破壊して築造されている点で､このようなことは極めて稀有の事例に属することと思われ

る｡このことから､323号墳は脈々と営まれてきたこの支群の系譜を直接にはひかないものと考え

ておきたい｡

他にはほとんど古墳が築かれなくなった時期､支群を構成することによって何らかの形で成立し

ていたと思われる従前の秩序に何ら関わることなく築造される323号境は､やはり秩序さらに言え

ば社会体制の大きな転換期の後に築造された､巨勢山古墳群中の最有力の古墳であると言わねばな

らない｡
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第 3節 巨勢山323.号墳石室の築造企画本項の内部主体である横口式石呼の主要な計測値を改め

て述べると､石室全長5･36m､石榔部長2.10m､石榔部幅0.90m､石榔部高0.80-0.81m､羨道部長3.2

6m､羨道部幅1.45-1･55m､羨道部高

は現存部分で1.17-1.27mとなる｡調査中より､唐尺として一般に認識されている､0.3

0mで割り切れる数値の多いことに僅意していたが､第51図により0.30mの方眼を実測 図に重ねて

みて､そのことはさらに明瞭になった｡以下0.30mを仮に1単位と呼び記述を進めたい｡ なお第51

図において､方眼軸線の1本を石榔部天井石に添わせた状態で方眼を設定したのは､記述上の便宜を

図ってのことであることを申し添えておく｡まず石榔部は､長さ7単位､幅3単位であることは疑

い得ないが､高さについては2･7単位と2%単位の両様が考えられる｡ しかしながら以下の理由に

よりここでは後者の立場をとっておきたい｡まず第 1に 石榔部床面が2個の長方形の石材により構成

されており､奥の1石が石榔部長の1/3に相当する0.7m､手前の1石が石榔部長の%に相当する

1.4mの数値を示すことに注目したい｡ ほぼ正確に成形された長方形の石材に､このように全長

の%あるいは%という発想が認められることは当時1/3をも1単位とする計測法が存在したことを示

唆している｡ ちなみに床面の2石の長さを先述乗の単位により示せば､21/3単位､42/3単位となり､ここ

にも1/3単位の使用を認め得るであろう｡第2に ､石室を構築するという土木工事を行うに際し

て‰単位すなわち3cmという単位が果たして有効かということである｡特に本墳の様に石室石材

の硬度が高い場合､その感を一層強く持つ｡また､仕口部分の剃り込みは､比較的残存状態の良かった主

軸に直交する部分によると､2･Ocmから5.0cm程度まで深さに幅がある｡もしもllo単位があ

るとすれば､扉石を蔵人するという点で､精密な工作を必要とするこの部分にこそ､その完数値が

得られてしかるべきであろう｡つまり､この仕口部分については､設計段階である程度の計画はあっ

たであろうが､むしろ用石の状態に応じて､現地で､より適切な状態になるように割り込まれたも

のと考えられる｡最も精密な工作を施すべきこの仕口部分においてさえ､この程度の精度なのである｡まして石室全般にわたって塊の単位が

用いられていたとはとても考えられない｡以上から､石榔部高については2%単位をもって設

計され､構築されたものと考えておきたい｡次に羨道部についてであるが､平面図を一見して判る通

り､石榔部主軸から 20 20′ その主軸を東に振って構築されている｡ このことについては意

図的な設計あるいは設計時のミスといった設計段階に起因するものではなく､現地における地割りの

段階でミスを犯したものと考えておきたい｡なお､羨道部における主軸の振れを考慮に入れると､右側

壁の設計段階における羨道長は3･30mとな

り､これは11単位に相当することになる｡羨道部における天井の高さは､現存部では石榔部のそれより

も0.30-0.37m高く､おそらくは1単位を意図して設計されたものと思われる｡また入口側の復原構架した天井石は､それよりも%単
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位高く設計されたのであろう｡

以上から､羨道部は長さ11単位､幅5単位､高さ4単位および41/3単位で設計されたものと考え

ておきたい｡ e

さて､以上により､本壇の石室はかなり精密な設計を経て築造されたものであることが明らかに

なった｡それでは､1単位-0.30m-唐尺の1尺とみなしてよいものかどうかという問題が残る｡

残念ながら､現在の筆者は､この問いに対して明確な解答を持ち合わせていない｡諸兄の御教示を

乞うと共に､後考を侯って再論したいと考える次第である｡

註 1 藤田和尊 ｢奈良県御所市室 巨勢山境谷10号墳発掘調査報告｣(『御所市文化財調査報告書』第 4集､1985年)､ p.30

2 田辺昭三 ｢陶邑古窯祉群 Ⅰ｣(『平安学園研究論集』第10号､1966年)､以下須恵器の型式分類については同書による｡
JL

3 西弘海 ｢B 土器の時期区分と型式変化｣(｢飛鳥 ･藤原宮発掘調査報告 Ⅱ｣『奈良国立文化財研究所学報』第31冊､
1978年)

4 川西宏幸 ｢円筒埴輪総論｣(『考古学雑誌』第64巻倉2号､1978年)

5 田中-広 ｢奈良県御所市巨勢山古墳群調査概要 Ⅲ｣(『御所市埋蔵文化財調査概報』58-1､1984年)(『奈良県遺跡調

査概報1983年度』､1984年)

6 田中-広 ｢御所市 巨勢山古墳群-(タケノクチ支群)発掘調査概報｣(『奈良県追跡調査概報1983年度』､1984年)

7 久野邦雄 ･中井一夫 ｢大和巨勢山古墳群 (境谷支群)｣(『昭和48年度発掘調査概報』､1974年､奈良県教育委員会)

8 久野邦雄 ･中井一夫 ｢大和巨勢山古墳群 (境谷支群)｣(前出註7文献)

9 藤原学 ｢須恵器からみた古墳時代葬制の変遷とその意義｣(F末永先生米寿記念献呈論文集』､1985年)

10 藤田和尊 ｢武器 ･武具の集中管理と芦屋 ･西宮地域の群集墳｣(『芦の芽』36､1984年)

11 網干善教 ｢重大墓｣(『奈良県史跡名勝天然記念物調査報告』第18冊､1959年) ′

12 白石太一郎 ｢大型古墳と群集墳｣(『橿原考古学研究所紀要 考古学論放』第2冊､1973年)

13 千賀久 ･田中-広 ｢御所市巨勢山古墳群 ミノヤマ支群発掘調査概報｣(『奈良県遺跡調査概報1982年度』､1983年)
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巨勢山323号墳 の使用石材 について

大阪府八尾市立刑部小学校教諭

奥 田 尚

当古墳に使用されている石材を裸眼と一部を偏向顕微鏡にて観察した｡石櫛の奥室 ･̀前室の石材

は全て同質の角閃石黒雲母石英閃緑岩であり､閉塞石は緑色片岩である｡

角閃石黒雲母石英閃緑岩 :色は灰白色である｡ 造岩鉱物は石英､長石､黒雲母､角閃石である｡

石英は無色透明､粒径が2mm～5皿､量が僅かである｡長石は白色､粒径が5mm～10皿､量が多い｡

黒雲母は黒色､粒状で､粒径が3mm～8mm､量が多い｡黒雲母はC軸方向によく発達している｡角

閃石は黒色､柱状､粒径が2mm～7mm､量がごく僅かである｡稀に､自形がある｡

緑色片岩 :色は､暗緑色､緑色､黄緑色部が数皿以下でくり返し縞状を呈する｡片理が発達して

いる｡緑泥石､絹雲母が見られる｡ 鏡下での観察によれば､構成鉱物は､緑泥石､緑簾石､絹雲母､

アクチノ閃石､方解石､パンペリー石､石英､曹長石､スフェン､不透明鉱物である｡緑泥石と絹

雲母は鱗片状 (0.05mm以下)で､アクチノ閃石や縁簾石を伴なって､走向配列し､片理を作ってい

る｡ パンペリー石､緑簾石の一部､方解石､石英は脈状で､片理に平行､または斜交している｡

角閃石黒雲母石英閃緑岩と同質の岩石は､当古墳が位置する巨勢山西端部､葛城山の東斜面に広

く分布するが､巨勢山付近は風化が著しく､石材を採取しがたい｡葛城山麓の関屋から山口にかけ

ての東斜面のいずこからか採取されたと推定さ中る｡ 緑色片岩と同質の岩石は紀の川流域に広く分

布する三波川帯の変成岩中の緑色片岩の岩相の一部に酷似する｡和歌山市になれば点紋片岩が分布

し､奈良県大和上市東方付近になれば顕著な緑色片岩が認められない｡検鏡によれば､斜長石の斑

晶が発達しかけるような変成度の地域が推定されることから､点紋帯の南縁部が考えられる｡緑色

片岩が分布し､かつ､点紋帯に近接するようなところで､石材が採取しやすく､近距離であること

を考慮すれば､五条市阿田付近の川原が採石地と推定される｡
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となったものであろう｡この層の形成された中世では動物を食べたり､死体に触れることは ｢けが

れ｣として､強く忌避されていたことである｡したがって､このような人里はなれた開口した古墳

の中で､他の人の目をしのんで肉考調理して食べたものと思われる｡採集できた動物遺存体は､火

熟を受けながらも幸運なことに原形を保ったごく一部のもので､実際にそこで調理されたものは､

はるかに多かっただろう｡

古墳時代以降の人びとの動物食に対する歴史は､仏教思想や ｢けがれ｣の思想もあってこ文献の

上からは､ほとんど欠如した問題で､断片的な文献資料から薬と称して賞味されたことがうかがわ

れるのみである｡ 今回の資料だけでは量も少なく､動物食の存在は指摘できても､実態を明らかに

するにはまだまだ不充分である｡今後とも中 ･近世の遺跡から出土した動物遺存体を､たんねんに

集成することによって､考古学の側から､文献には語られていない歴史の一側面についてもアプロー

チが可能であろう｡こうした点からこの遺跡において､中世における動物遺存体の検出に成功した

ことは､上記の問題について新しい視点を切り開くことができるものである｡

追)脱稿後､古代･中世の肉食について関連資料を集成し､考察を加えた｡本論とは論旨が異なる

が､参照頂ければ幸いである｡

松井章1987｢養老厩牧令の考古学的考察｣

『信濃』第39巻4号 PP.1-26
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奈良県御所市巨勢山323号墳より出土 した漆喰の化学分析

武庫川女子大学薬学部

安 田 博 幸 井 村 由 美

1985年度のみどり台住宅開発に伴う巨勢山古墳群の発掘調査で､精細な調査をうけた巨勢山323

号墳は､5世紀後葉の古墳を7世紀中葉に破壊して築造されたとみられる1辺14mの方墳で､横口

式石櫛を有する｡

この古墳の発掘調査で､石榔内の数個所から漆喰が出土した｡漆喰は､石榔入口の左右の石材の

下部で､石材を固定する目的で塊状に用いられているのが見出されたほか､天井石からも発見され､

石棟内-の流入土中にも検出されるなど､いくつかの異なる状態で出土した｡

このたび､調査担当者によって採集されたそれらの7種の漆喰試料について､筆者らの開発した
(1)

｢古代漆喰分析法｣を適用して､材質にかかわる化学分析を行い､所見を得たので報告するo

試料漆喰の外観

試料 1 石榔入口の奥壁に向っての右側壁石材の下部の原位置より採取された塊状漆喰数個､

総重量900g (最大のものは9.5cmX8.0cmx8.5cmで370g)｡土壌に汚れて黄白色

～淡黄褐色の斑状を呈し､表面はもろい｡

試料2 石榔入口の､奥壁に向っての左側壁石材の下部から採集された､原位置を動いたとみ

られる塊状漆喰数個､総重量500g (最大のものは8.5cmx7.5cmX5･5cmで170g)o

淡黄褐色～黄土色の斑状を呈し､表面はもろい｡

試料3 石櫛の天井石と右側壁石材の接点に目地状に残存した漆喰の一部｡淡黄白色の1･6cm

×1.9cmx4.6cm(7.0g)の漆喰片｡

試料4 墳丘北 トレンチの奥壁石材の外側で､裏込めとして用いられた原位置より採取された

白色の漆喰小塊数個総重量7.0g (最大のものは1.8cmx l･7cmxl･Ocmで2･6g)o

試料5 流入土が詰まっていた玄室 (石榔)内の15層より採集された淡黄白色～白色の斑状の

2.8cmX4.7cmX1.5cm(8.5g)･の漆喰塊｡

試料6 流入土で埋まった石室 (羨道)内の24層より採集された白色～黄褐色の斑状の6･2cm

x6.7cmx1.5cm(35.7g)の漆喰塊｡白色の石灰岩らしい小石数片を含む｡

試料7 流入土が詰まっていた玄室 (石榔)内の19層より採集された黄褐色のやや扇平な塊状

漆喰数個､総重量40g (最大のものは5.9cmx3.9cmx1.0cmで11･6g)｡石灰岩らしい

白色の小石を含む｡
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古代漆喰試料の化学分析

漆喰の主成分は石灰岩あるいは貝殻を焼いて得られる炭酸カルシウムを含む水酸化カルシウム

ca(oH)畠である｡これに､ときに､粘土､砂 (無機質)や布､萌 (有機物)などを加えて､水G

や米のとぎ汁､あるいは､ふ中りの煮汁で練って使用する｡漆喰中のCa(OH)2は長期間空気に

曝されるとCaC03に変化するから､結局､漆喰のCaCO3含量%､熱灼減量%､酸不溶性成

分%の3つの分析結果を比較すれば､原料純度､有機質､熱分解成分などの混在の可能性､土砂添

加の有無などが推定され､また､これら3値の近似は材料､手法の類似を示唆する｡

以上の点から､われわれの一人安田は､高松塚古墳の漆喰をはじめとする古墳漆喰の分析にあた

り､つぎのような一連の操作により､漆喰の性状にかかわる分析値を能率よく求める方法を案出し

て､適用してきたが､今回の試料の分析においてもそれを準用した｡その操作は､つぎの通りであ

る｡

操作A: 分析に適した試料部分を選別し､付着した汚れは削りとったりして除き､乳ばちで粉

砕して均一な試料粉末としたのち､120 0 で2時間乾燥する｡ この中から約0.5gを小ルツポ中に

精密にはかりとり､マッフル内で 850 0 以上で1時間強熟する｡ デシケータ中で放冷したのち､ル

ツボ内に残留する酸化カルシウムCaOを主体とする残留物を秤量する｡ 熱灼前後の秤量値の差か

ら熱灼減量が知られるので､最初の試料秤量値との比から熱灼減量%が算出される｡純CaCO3

ならば43.97%となるはずであるが､これよりずれるのは､不純物､土壌成分物質､有機物などの

混在の結果と考えられる｡

操作B: 操作Aで得られたルツボ内の熟灼残分を蒸留水少量でうるおしたあと､5mAの濃塩酸と

1-2滴の濃硝酸を加えて溶解させる｡ 内容をビーカー-移し､-たんゆるやかに加熱したあと10

mBの蒸留水を加える｡ この際､不溶性残分があれば､溶液を遠心分離機にかけて溶液から分離し､

蒸留水で洗ったのち乾燥して秤量する｡ この重量から試料中の酸不溶性成分 (ケイ酸塩類)含量%

の算出ができる｡ この値は漆喰-の土砂の混入に関係がある｡

操作C:操作Bの不溶性残分から分けた酸性溶液と酸不溶性残分を洗った液とを合し､アンモ

ニア水を加えて､リトマス･アルカリ性としたのち､シュウ酸アンモニウム試液を加えてシュウ酸

カルシウムの白色沈殿を析出させる｡ 溶液を 70-80 0 で1時間加熱してから､沈殿をろ紙上に涼

しわけ蒸留水で充分洗浄後､ろ紙の底を破って100mgの熱水で沈殿を下のビーカーの中に洗いおと

し､ついで硫酸 (1+1)30mAをろ紙上に注いで同じく洗いおとす｡ビーカーを加温してビーカー

の中の沈殿を溶解させたのち､内容を200mEのメスフラスコに移し､蒸留水を加えて正確に200mEとし､こ

れをカルシウム定量用の試料検液とする｡ 検液20mBを正確にとり､蒸留水30mBおよび上記硫酸5mA

を加え､60-70 0 を保ちながら0.1規定過マンガン酸カリウム溶液で微紅色を呈するまで滴定する｡

消費された0.1規定過マンガン酸カリウム溶液量はシュウ酸カルシウムのシュウ酸と当量であるか

ら､これから対応するCaCO3量が算出され､試料採取量との比か ら漆喰中のCaCO3含量%
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が算出される｡この%が漆喰の純度%に相当す

る｡原子吸光分析による漆喰中の微尋成分の定量漆喰中の少量ないし微量成分としては､マグ

ネシウム (Mg)と鉄 (Fe)が考えられる｡ これらの含量の値も漆喰原料の比較にあたって､一

つの指標となると考えられる｡ これらの成分の能率的な定量分析法としては､原子吸光分析法を適用した

｡方法は､操作Aの項で調製 した試料粉末約100m9を精密にはかりとり､0.4規定硝酸を加えて溶か

し､全量を正確に50mgとしたものを試料原液とする｡この原液から各分析目的金属に応じた測

定試料溶液を調製し､これを原子吸光分析装置にかけて､吸光度を測定し､一方で測定成分元素 (Mg

､Fe､Pb)の標準濃度対吸光度の検量線を作製し､これと対照させて測定試料溶液中の各成分

の分量%を算出する｡なお､Pb (鉛)について値を求めたのは､かつて高松塚石榔内壁の漆喰

や束明神古墳石榔床面の漆喰に異例の高含量のPbが含まれていた例かあるので､それとの対比をみる

ためである｡機器は日立180-60型原子吸光光度計と日立056型卓上記録計を使用 した｡測量条件を表1に示す｡

表 1 原子吸光光度計の測定条件分析 成 分 ランプ(HLA-3型) 燃 焼 ガ ス ランプ電流 (mA) 使用光の波長 (nm)

Mg Mg専用 空気-アセチレン

7.5 285.4Fe Fe専用 〟

10.0 248.8Pb Pb専用 〟 7.5 283.7分析結果以上の実験の結果､巨勢山323号墳出土の漆喰7試料について得られ

た分析値を一括表示すれば､表2のとおりである｡ 表2 巨勢山323

号墳出土漆喰の分析値試 料 漆 喰 熱灼減量 酸不容性成分 CaCO3 (MA Fe Pb(%) (%) (%)

(%) (%)1 石 榔 入 口 右 側 石 下 43.91 0.80 90.33

0.103 0.070 <0.012 石 榔 入 口 左 側 石 下 42.08 2

.96 86.27 0.102 0.127 〟3 天井石 .右側石間 目地

44.60 0.94 90.21 0.159 0.055 〟4 奥 壁 石 材 外側 裏

込 め 43.57 1.48 89.14 0.209 0.066 〟5 石 都
内 土 層(7層)出 土 43.66 1.34 89.49 0..106 0.057

〟6
羨 道 内 土 層(20



漆喰中に混在する小石の分析

巨勢山323号境より採取された漆喰7試料のうち､試料6､7は2皿～4m程度の灰白色の小石

を含むムこの小石に希塩酸を滴下してみたところ､小石は小泡を発しながら完全に-溶解したので､e

石灰岩であろうと推測し､Ca2+ならびにCO§十 についての定性分析を行ったところ､両者が検

出された｡

これらのことから､漆喰中の小石が石炭岩片 (CaCO3)であることが確認できた｡

考 察

今回分析した巨勢山323号墳出土の漆喰7試料は､発掘調査時に､石室に充満 していた流入土砂を排

出する際に見出されて､採取あるいは採集されたものであると聞いている｡従って､土壌汚染によ

る異常値の出現を懸念したが､その恐れは杷憂に終り､結果的には､筆者らが古代漆喰に関して15

年にわたる分析経験から推論するところに副う結果が得られた｡

その諸点は次のとおりである｡

(1)酸不溶性成分%の値のやや大きいことから土壌汚染が示唆される試料2､7で､漆喰主成分

のCaCO3%が86-87%を示したほかは､他の試料では89-91%に近似 し､また酸不溶性成分%､

熱灼減量%でも相互に僅差であるところから､本古墳築造時に調製された漆喰は､用途 ･使用個所に

かかわりなく均質であったと考えられる｡とくに試料 1､3は石櫛の原位置での採取試料であるだ

けに､その値の近似には重みがある｡

(2)筆者らは､約40例に及ぶ畿内の古墳漆喰の分析から "古墳漆喰の化学分析値には技法の地域
(2)

性が反映している〝という見解を得ている｡ それは､"漆喰の調製に関与した各地域の技術者集団

の技法の差を示す〝とも考えられるということである｡

たとえば､漆喰の主成分であるCaC03の含量%値は､大和では飛鳥地域の古墳漆喰が93-95%､

桜井地域の古墳漆喰が93%､葛城地域の古墳漆喰が90-91%､斑鳩 ･平群地域の古墳漆喰が88%前
(2)

後にまとまることを知見してきた｡

今回分析 した巨勢山323号墳の漆喰のCaCO3%値は90%近傍に集中していて､まさに葛城地

域の技法の特性を示しているようであることは､興味深いことである0

(3)筆者らは､これまでに､同じ葛城地域に所在する新庄町の寺口古屋敷古墳 (横穴式小石室､

7世紀中葉やや後半)と､同 神明神社古墳(横穴式小石室､7世紀中葉前後)の両漆喰使用古墳で､そ

の漆喰のCaCO3含量%値が91.59%､90.37%のように葛城地域の地域値を示 し､かつ､両古
(2)

境の漆喰は､ともに､その素材物質にあたる小石灰岩片を含むことを見出してきた｡

今回､その出土漆喰を分析した巨勢山323号境が､古墳の年代､石室構造､漆喰分析値と小石灰

岩片の含有などの資料のすべての点において､上記2古墳ときわめてよく似た結果を示したことに､

筆者は驚きと喜びを覚える｡葛城地域の7世紀中葉頃の古墳の漆喰に共通する技法は､今の新庄町か
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ら､南は御所市南部まで及んでいたことが初めて明かになったわけである｡本古墳の漆喰出土の示

唆する意味は決 して単純ではないのであるo (1986年5-6月分析)

削 安凹博幸 :｢古代赤色顔料と漆喰の材料科学｣『日本考古学論集 1 考古学の基本的問題』吉川弘文館-(1986)
e

2 女田博幸 :｢古代赤色顔料と漆喰の材質ならびに技法の伝流に関する二､三の考察｣『橿原考古学研究所論集 第七』
吉川弘文館 (1984)
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奈良県御所市巨勢山321号墳の土壌 より検出された

赤色ならびに黒色を示す土壌部分の材質定量分析
Q

武庫川女子大学薬学部

安 田 博 幸 井 村 由 美

1985(昭和60)年度のみどり台住宅開発にともなう発掘調査をうけた巨勢山古墳群中の巨勢山321

号墳は､木棺直葬を埋葬主体とする｡その墓境は､長辺1･97m､短辺1･07m､深さ0･56mを測り､

6世紀前葉の築造と考えられる｡この主体部に先行する土壌 (以下先行土壌と称する)として､長

辺1.83m､短辺1.63m､深さ0.92mの赤色王を埋納したかともみられる (調査者の見解)ような土

壌が検出され､上記主体部の墓境は､その西半部を切り込んで掘削されているo

今回､その先行土壌で検出された赤色土壌について､材質にかかわる化学分析を依頼されたので､
(1)

まず､筆者らの常法とするろ紙クロマトグラフ法と検出試薬による微量化学分析で､水銀朱混在の

有無の確認を行ない､つぎに､赤色土壌の鉄成分含量を主とする､土壌の材質定量分析を行なうと

ともに､試料土壌の黒色部分に_ついては､観察される炭素微粒の確認のための熟灼試験も併せ行な

い所見を得たので報告する｡

1986年5月7日･､調査担当者藤田和尊氏の持参された､先行土壌より採取の全体的に赤味を帯び

た約1.05kgの土壌の数個所の約5m9ずつを､ろ紙クロマトグラフ法と検出試薬による微量化学分析

を行なった結果､この土壌にはHg2十は検出されず､Fe3十のみが確認されたoしたがって､水銀

朱 (HgS)による赤色でないことが明らかとなったoしかし､対照土壌がないために､Fe3十 の

検出はベンガラ (Fe203)成分によるものか､土壌本来の鉄成分によるものかの判定は不可能で

あると判断した｡
(2)

このことに関して新たに別試料5種が藤田氏より提供された｡この試料は､前試料にくらべて､

赤色および黒色を呈する部分を含む土壌であり､対照土壌として､土壌の埋土と地山部分の土壌も

同時に提供された｡

先行土壌での採取位置を示唆するこれらの5試料を ｢黒土部分｣､｢黒 ･赤土部分｣､｢赤土部分｣､
(3)

｢埋土部分｣､｢地山部分｣と命名して筆者らの常法とする胎土分析法を適用して土壌の材質定量分

析を行なった｡また､筆者らは､試料 ｢黒土部分 (炭素微粒を含む)｣ないし ｢赤土部分｣は､

･焼土ではないかと思う〝 という藤田氏の見解に着目して､5試料について､熟灼試験をあわせ行

ない､その際の各試料土壌の変色や変化を観察して､同氏の見解にコメントできる結果を得た｡
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分析操作の概要

各試料土壌は､乳鉢で粉末化して､120 0で 1時間乾燥した後､それぞれ一定量 (1g)を精密に

量りとり.･濃塩酸40mAを加えて 1時間加熱したのち､酸可溶性成分の溶けている溶液と酸不溶性成
G

分とをガラスろ過器で涼し分けて分離し､ガラスろ過器上の酸不溶性成分 (ケイ酸塩類)は乾燥状

態で精秤する｡溶液のほうは蒸留水で一定量 (250mg)に希釈してから二分し､その一方の一定量

(200mA)には､アンモニア水溶液を加えてアルカリ性にし､その際析出する沈殿をろ紙上に涼 し

とり､加熱乾燥した後､これをろ紙ごとルツボに移して強熟した後､ルツボ内に残る物質を秤量す

れば､酸化鉄 (Fe203)と酸化アルミニウム (A1203)の合計量を得る｡二分した残余液50mAの

一定量 (1回に20mBずつで2回実験する)をとって､ヨウ素法滴定を利用 して鉄成分 (Fe3+)の

定量を行ない､Fe203の量に換算する､わさきのFe203とA1203の総量か らFe203量をさし

引けばA1203量を求めうる｡ このようにして得られる酸不溶性成分 ･酸化鉄 (Fe203)･酸化ア

ルミニウム(A1203)の各成分量の採取試料量に対する比をとることにより､試料土壌中の各成分

の含量%が算出される｡

ほかに､土壌の特徴を調べる一助として､カルシウム (Ca)､マグネシウム (Mg)､チタン

(Ti)について原子吸光分析法で定量分析を行ない､それぞれ酸化カルシウム (CaO)､酸化

マグネシウム (MgO)､酸化チタン (TiO2)の含量%として算出する｡

別に､さきの､120 0 1時間乾燥の各試料､約0.5gずつをそれぞれ小ルツボ中に精密に量りと

り､500 0 で1時間強熟する｡デシケーター中で放冷したのち､ルツボ内の残留物を秤量する｡熱

灼前後の秤量値の差から熱灼減量が知られるので､最初の試料秤量値との比から熱灼減量%が算出

される｡

この際､熱灼前後の土壌色調の変化についてもとくに観察を行なった｡

分析結果

前項の操作で分析した試料の分析値は表 1に ､熱灼減量%､熱灼前後の土壌色調の変化について

は表2に示すとおりである｡

表 1 巨勢山321号墳の先行土境より採取の数種の土壌の分析値

試 料 土 壌 化 学 分 析 値主 成 分 微 量

成 分酸不溶性成分 Fe203 A1203 CaO
慢 ? TiO2(%) (%) (

%) (%) (%)黒 土 部 分 81.92 4.84 7.20

0.018 0.033 0.609黒 . 赤 土 部 分 83.19 ー4.32

7.38 0.020 0.028 0.575赤 土 部 分 84.4

8 4.49 6.59 0.013 0.028 0.544埋 土 部 分 83.89 4.32 7.40. 0.020 0.018 0.

580地



表2 巨勢山321号墳の先行土壌より採取の数種の土壌の熱灼減量 (%)と､熟灼前後の色調の変化

試 料 土 壌 熱灼減量 (%) 熱灼前 の色調 熱灼後 の

色調･黒 土 部 分 4.82 灰 黒 色

帯赤桂褐色黒 . 赤 土 部 分 ド 4.

41 黒 褐 色 〟赤 土 部 分 2.27 帯赤桂褐色 〟

埋 土 部 分 4.24 黄 褐 色 〟地 山 部 分

3.80 淡 黄 褐色 帯赤暗黄褐色考 察表 1の分析結果より､土壌の酸不溶性成分%､

Fe203%､A1203%の主成分､さらにはCa0%､Mg0%､TiO2%の微量成分な

どすべての分析値において､ 5試料間に顕著な差は認められないことがわかった｡特に､赤色にか

かわるFe203%に関して差が見られないということは､5試料土壌はともに本古墳所在地の土

壌である地山土壌 (｢地山部分｣)と同一質であると判定できる｡ したがって､赤色土壌物質としてFe203含量の多い在地以外のベンガ

ラ質の土壌が持ちこまれた形跡は考えられない｡つぎに､表2の分析結果では､｢黒土部

分｣と ｢黒 ･赤土部分｣の熱灼減量%が最も大きく､｢埋土部分｣がこれにつぎ､｢赤土部分

｣は ｢地山部分｣よりも少なく最低値を示している｡この関係は､表2に併記した熱灼前後における各

試料土壌の色調の変化をあわせ考えるとよく理解できるのであって､500 0 1時間の加熱処理によって､

｢黒土部分｣､｢赤 ･黒土部分｣試料では､黒色がともに完全に消失して ｢赤土部分｣試料と同

一色調 (帯赤桂褐色)になった｡これは､｢黒土部分｣､｢赤 ･黒土部分｣土壌の黒色の原因物

質が､すでに肉眼でも観察されたように炭素微細粒子(C)であり､それが高温加熱でC+02(酸素

)-CO2(炭酸ガス)に変化 して逸散したためである｡ その際同時に､土壌中の鉄成分の一種と

して存在 した黄褐色の含水酸化鉄Fe(OH)3 は､強熱による脱水反応で､｢赤土部分｣の鉄成分のかたちで

あるFe203(赤褐色)に変化したのである｡後述するように､いっの時期かに-たん加熱

をうけて鉄成分がすでにFe203に変化 し､かつ炭素微粒も含まない ｢赤土部分｣試料の熱灼減量%

が最低で､色調も熱灼処理前後で変化が見られなかった点は十分に首肯されるとともに､有機質を

含まぬ ｢地山部分｣や若干の有機質を含むと想定される ｢埋土部分｣試料 (土壌)の示す熱灼減量%と色調の

変化の意味も同様に考えて矛盾はないであろう｡5種の土壌試料は､本来､同一地の土壌で

あったが､土壌の掘削や埋めこみ時の条件や層位の差違に応じて､発掘時に外観 ･色調の若干異なる5種

の土壌試料となって出土したということであろう｡その場合､｢黒土部分｣や ｢黒 ･赤土部分｣試料のように明瞭な炭素微細粒を含む部分と､それ
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に接する､帯赤色に固結した土壌部分の存在は､土壌あるいはその周辺の土壌部分において｢焚火｣

(葬送儀礼に関係するか否かは別として)があったことを示唆しており､それが､発掘時における

調査者の."焼土〝 という観察所見に対応するものと思われる｡ (1987年2月分析)G

註 1 安田博幸 ･鶴崎暁子 :｢尼崎市田能遺跡17号棺からの水銀朱の検出｣『古代学研究』 第53号 (1968)

2 試料採取位置および層位については､本報告書本文中の土壌の平面 ･断面図を参照されたい｡

3 安田博幸 :｢古代赤色顔料と漆喰の材料科学｣『日本考古学論集 1 考古学の基本的問題』吉川弘文館 (1986)
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